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大空高く
37回目を迎えた市凧あげ大会が、最上川河川公園（出羽大橋下流）を会場に
開催されました。子どもの部、一般の部、団体の部に分かれ、思い思いに風を
捕まえ大空高く舞い揚がる凧に心を弾ませていました。

2 山形新幹線庄内延伸を目指して
3 定住自立圏構想の中心市宣言、小学生6年生まで医療費無料
4 亀ケ崎小学校と東部中学校が開校します
別冊  平成26年度酒田市予算概要





　
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
一
定
の
都

市
機
能
を
有
す
る
中
心
市
と
生
活
・
経

済
面
で
関
わ
り
の
深
い
周
辺
市
町
村
が

連
携
・
協
力
の
上
、
圏
域
を
形
成
し
、

住
民
生
活
に
必
要
な
機
能
を
確
保
し
て

人
口
定
住
や
住
み
や
す
い
地
域
社
会
の

形
成
を
目
的
と
し
た
国
の
制
度
で
す
。

　
３
月
14
日
、
本
市
は
定
住
自
立
圏
構

想
に
お
け
る
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
遊

佐
町
、
庄
内
町
、
三
川
町
と
連
携
し
て

「
庄
内
北
部
定
住
自
立
圏
」
の
形
成
を

目
指
し
、
１
市
３
町
圏
域
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
担
う
意
思
を
表
明
し
ま

し
た
。
今
後
、
圏
域
全
体
の
将
来
像
を

見
据
え
な
が
ら
、
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
定
住
自
立
圏
構
想
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●
今
後
の
取
り
組
み
予
定

・
協
定
締
結 （
９
月
）

・
共
生
ビ
ジ
ョン
策
定（
平
成
27
年
３
月
）

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
４

月
１
日
か
ら
子
育
て
支
援
医
療
の
通
院

費
無
料
の
対
象
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡

充
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

　
新
た
に
対
象
と
な
る
小
学
５
年
・
６

年
生
と
更
新
の
必
要
な
平
成
16
年
４
月

２
日
〜
５
月
１
日
、
平
成
17
年
３
月
２

日
〜
４
月
１
日
生
ま
れ
の
小
学
４
年
生

が
い
る
家
庭
に
は
、
申
請
手
続
き
の
案

内
を
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

市
役
所
１
階
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
中
に
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、

４
月
１
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
医
療
費

が
無
料
に
な
り
ま
す
。
５
月
以
降
に
申

請
し
た
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
１
日

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
５
月
２
日
〜
平
成
17
年
３

月
１
日
生
ま
れ
の
小
学
４
年
生
に
は
新

し
い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
医
療
証
が

交
付
さ
れ
て
い
る
小
学
５
年
・
６
年
生

の
方
は
、切
り
替
え
の
申
請
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
拡
充

小
学
６
年
生
ま
で
医
療
費
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎
２
６-

５
７
３
４
、各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

定
住
自
立
圏
構
想
の
中
心

市
宣
言
を
行
い
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
政
策
推
進
課

政
策
推
進
係 

☎
２
６-

５
７
０
４

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
が
交
付
さ

れ
て
い
る
小
学
２
年
〜
６
年
生
は
、
現

在
の
医
療
証
を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。
小
学
１
年
生
が
い
る
家
庭
に
は
、

新
し
い
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
を
送

付
し
ま
す
。

◎子育て支援医療制度の概要（平成26年4月1日～）
対象 市内に住所を有する0歳～小学6年生 市内に住所を有する中学生

所得制限 無し

自己負担額 入院時の食事代および保険適用外分など

助成方法

通院および入院費に助成
◆医療機関を受診する際に、健康保険証と
子育て支援医療証を提示することで、窓口
での医療費が無料になります。

入院費のみに助成
◆入院する際に申請して医療証の交付を
受け、医療機関で健康保険証と子育て支
援医療証を提示することで、窓口での入院
費が無料になります。

手続きに
必要なもの

・対象者の健康保険証
・転入などの場合は健康保険証の被保険者※1の源泉徴収票、所得証明書など（申請月、
誕生月によって確認する年が異なりますので問い合わせてください）
・健康保険証の被保険者が平成17年11月1日以降、本市に住所登録をしたことがない場
合は、被保険者の住民票の写し※2
※1 国民健康保険の場合は、対象者を地方税または所得税法上扶養している方。
※2 住所登録の都合上、医療証は後日送付します。

医療証の
有効期間

申請した月の1日（新生児は出生日）～誕生
月（月の1日生まれは誕生月の前月）の末日
（小学6年生は12歳に達した日以後の3月
31日まで）

申請した月の1日～誕生月（月の1日生まれ
は誕生月の前月）の末日（中学3年生は15
歳に達した日以後の3月31日まで）

医療証の
更新

毎年
◆誕生月の中旬に更新案内を郵送します。 医療証が必要なとき（入院するなど）

▲3月定例会後に議場で中
心市宣言を行う本間市長

3 市政ピックアップ ［私の街さかた 2014.4.1］



亀
ケ
崎
小
学
校
と
東
部
中
学
校
が

開
校
し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
教
育
委
員
会
管
理
課
学
区
改
編
推
進
室 

☎
２
６-

５
６
２
７

●
亀
ケ
崎
小
学
校

　
亀
城
小
学
校
と
港
南
小
学
校
が
統
合

し
、
亀
ケ
崎
小
学
校
と
し
て
開
校
し
ま

す
。
開
校
式
は
４
月
４
日
㈮
に
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
校
歌
は
本
市
出
身
で
日
本
大
学
芸
術

学
部
音
楽
学
科
教
授
で
あ
る
伊
藤
弘
之

氏
の
作
詞
作
曲
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
校
章
は
本
市
出
身
で
東
京
芸
術
大
学

美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
で
あ

る
佐
藤
時
啓
氏
の
制
作
に
よ
る
も
の
で

す
。
亀
と
鳥
海
山
、
最
上
川
と
日
本
海

の
水
の
流
れ
、
そ
し
て
雪
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

●
東
部
中
学
校

　
松
山
中
学
校
と
飛
鳥
中
学
校
が
統
合

し
、
東
部
中
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

開
校
式
は
４
月
３
日
㈭
に
同
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
す
。

　
校
歌
は
卒
業
ソ
ン
グ
と
し
て
全
国
の

学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
あ
な
た
へ
―

旅
立
ち
に
寄
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」
の

作
詞
作
曲
者
で
あ
る
筒
井
雅
子
氏
の
作

詞
作
曲
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
校
章
は
本
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る

石
黒
光
二
氏
の
制
作
に
よ
る
も
の
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
二
つ
の
楕
円
は
両
校
（
両

地
域
）
を
表
し
、
そ
れ
が
重
な
り
合
う

こ
と
で
融
合
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
外

側
の
円
は
両
校
の
結
び
付
き
と
和
を
、

三
本
の
線
は
最
上
川
を
表
現
し
て
い
ま

す
。

　
校
舎
や
体
育
館
の
改
築
や
通
学
方
法

な
ど
も
整
い
、
新
し
い
小
学
校
と
中
学

校
が
歩
み
出
し
ま
す
。
地
域
や
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

酒
田
市
立
亀
ケ
崎
小
学
校 

校
歌

作
詞
・
作
曲　

伊
藤
弘
之

一　

大
空
と
緑
あ
ふ
れ
る
大
地
が

　
　

豊
か
な
実
り
を
生
む
こ
の
街
で

　
　

僕
ら
は
今
、
希
望
を
胸
に

　
　

未
来
に
む
か
っ
て
羽
ば
た
く

　
　

高
く
そ
び
え
る
鳥
海
を
越
え
て

　
　

進
め
、
こ
こ
か
ら

　
　

亀
ケ
崎
小
学
校

二　

大
い
な
る
最
上
の
流
れ
が

　
　

悠
久
の
歴
史
を
つ
む
ぐ
こ
の
街
で

　
　

私
た
ち
は
、
夢
を
追
い
か
け

　
　

未
来
に
む
か
っ
て
羽
ば
た
く

　
　

遠
く
広
が
る
海
を
越
え
て

　
　

進
め
、
こ
こ
か
ら

　
　

亀
ケ
崎
小
学
校

　
　

み
ん
な
の
母
校

酒
田
市
立
東
部
中
学
校 

校
歌

作
詞
・
作
曲　

筒
井
雅
子

一　

一
面
の
輝
く
緑

　
　

や
わ
ら
か
な
稲
を
ひ
る
が
え
し

　
　

通
り
過
ぎ
る
風
の
形
を
見
た
よ

　
　

風
の
通
り
道

　
　

い
つ
ま
で
も
見
て
い
た
よ

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
の
姿

　
　

こ
の
学
び
舎
で　

何
を
学
ぼ
う

　
　

そ
し
て　

何
を
目
指
そ
う
か

　
　
　

翔
こ
う
よ　

夢
に
向
か
っ
て

　
　
　

拓
こ
う
よ　

未
来
を

　
　
　
「
未
知
」
の
世
界
目
指
そ
う

　
　
　

歩
ん
だ
あ
と
に
「
道
」
と
な
る

二　

一
面
の
輝
く
黄
金
色

　
　

実
り
の
時
を
経
て

　
　

白
鳥
が
雪
を
呼
ぶ
と

　
　

風
の
形
が
見
え
る

　
　

真
横
に
吹
く
雪
つ
ぶ
て

　
　

目
を
こ
ら
し
見
て
い
た
よ

　
　

荒
々
し
い
ふ
る
さ
と
の
姿

　
　

こ
の
自
然
か
ら　

何
を
学
ぼ
う

　
　

そ
し
て　

何
を
目
指
そ
う
か

　
　
　

耐
え
る
強
さ　

根
に
蓄
え

　
　
　

や
が
て
来
る　

春
に
咲
き
誇
れ

　
　
　

芯
を
心
に
定
め
よ
う

　
　
　

ゆ
る
ぎ
な
い
自
分
に
な
る
た
め

　
　
　

翔
こ
う
よ　

夢
に
向
か
っ
て

　
　
　

拓
こ
う
よ　

未
来
を

　
　
　

歌
お
う
よ　

心
ひ
と
つ
に

　
　
　

創
ろ
う
よ　

輝
か
し
い
未
来
を

4



　
中
国
で
の
Ｐ

※

Ｍ
２
・
５
に
よ
る
大
気

汚
染
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

日
本
国
内
で
も
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
の
上

昇
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
で
は
、
13
か
所
（
本
市
内
で

は
若
浜
局
）
で
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
測
定
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
測
定
結
果
は
山
形

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
お

り
、
現
在
の
状
況
を
常
時
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

注
意
喚
起
情
報
に
つ
い
て

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
酒
田
エ

フ
エ
ム
放
送
で
も
月
曜
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
ご
ろ
、
土
曜
・
日
曜
日
は

午
前
中
の
時
間
帯
で
測
定
結
果
を
放
送

し
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｍ
２
・
５
／
大
気
中
に
浮
遊
す
る
直
径

２
・
５
マ
イ
ク
ロ
㍍（
２
・
５
ミ
リ
㍍
の
千
分

の
１
の
大
き
さ
）以
下
の
粒
子
状
物
質
。粒
径

が
小
さ
い
た
め
、肺
の
奥
ま
で
入
り
や
す
く
、

肺
が
ん
、呼
吸
器
系
お
よ
び
循
環
器
系
へ
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
注
意
喚
起
情
報
を
出
す
時
の
基
準

　
午
前
５
時
〜
７
時
の
１
時
間
毎
の
測

定
値
の
平
均
が
85
マ
イ
ク
ロ
㌘
／
立
方

㍍
を
超
え
た
場
合
。
ま
た
は
午
前
５
時

〜
正
午
の
１
時
間
毎
の
測
定
値
の
平
均

が
80
マ
イ
ク
ロ
㌘
／
立
方
㍍
を
超
え
た

場
合
。

●
注
意
喚
起
情
報
の
伝
達
方
法

　
県
が
市
町
村
や
報
道
機
関
な
ど
に
注

意
喚
起
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
県
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
喚
起
の
内
容

　
注
意
喚
起
情
報
が
発
信
さ
れ
た
場
合

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
や

外
出
を
控
え
る

・
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉

を
必
要
最
小
限
に
す
る

・
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る・
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
の
疾
患
を
有

す
る
方
、
小
児
、
高
齢
者
な
ど
は
、
体

調
の
変
化
に
注
意
し
て
行
動
す
る

農
林
水
産
物
の
加
工
・

商
品
開
発
や
施
設
の
整

備
な
ど
へ
の
補
助

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
農
政
課

総
合
農
政
係 

☎
２
６-

５
７
９
２

対
象
／
農
産
物
の
生
産
か
ら
商
品
開
発
、

加
工
ま
た
は
販
売
ま
で
の
取
り
組
み
を

予
定
し
て
い
る
市
内
の
３
戸
以
上
の
農

業
者
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体
な
ど

補
助
金
額
／
商
品
開
発
な
ど
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円

対
象
／
酒
田
産
農
林
水
産
物
を
活
用
し

た
商
品
開
発
な
ど
を
実
施
し
、
酒
田
産

農
林
水
産
物
の
使
用
量
を
３
年
後
に
30

㌫
以
上
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を
予
定

し
て
い
る
市
内
に
本
社
、
支
社
、
営
業

所
な
ど
を
置
く
法
人
、
団
体
な
ど

補
助
金
額
／
商
品
開
発
な
ど
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
１
０
０

万
円

︻
①
②
共
通
︼

補
助
対
象
／
商
品
開
発
費
、
販
売
促
進

活
動
費
、
施
設
整
備
費
な
ど

申
し
込
み
／
４
月
30
日
㈬
ま
で
市
農
政

課
総
合
農
政
係
へ
（
以
降
、
予
算
の
範

囲
内
で
随
時
受
け
付
け
）

Ｐピ
ー
エ
ムＭ２・５（

微
小
粒
子
状
物
質
）に

関
す
る
情
報
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災害廃棄物の処理に関する測定結果について ●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31-0933

⑴地下水、放流水の放射性物質濃度
月日 測定地点 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

3／12
地下水上流 不検出 不検出 不検出 　（セシウム134濃度÷60）

＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出
放流水 不検出 不検出 不検出

単位：ベクレル／リットル
2.最終処分場周辺地域における測定結果

測定地点（高さ1㍍） 2／24 3／3 3／11 3／17 基準値※1
敷地境界(4地点) 0.02～0.03 0.03～0.04 0.03～0.04 0.03～0.04 0.19以下バックグラウンド※2 0.03 0.04 0.03 0.04

単位：マイクロシーベルト／時間⑵空間放射線量率

測定地点（高さ1㍍） 3／5 3／19 基準値※1
大平公会堂 0.04 0.04 0.19以下

単位：マイクロシーベルト／時間
1.最終処分場における測定結果

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

空間放射線量率

※１ 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点
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●特別児童扶養手当
支給対象／身体または知的に中度以上の障がいのある
20歳未満の児童の養育者で、児童が児童福祉施設に入
所していないか、または公的年金を受給していない方▶
支給金額／【1級】1人につき月額49,900円 【2級】1人に
つき月額33,230円（平成26年度改定）
●心身障がい児養育手当
支給対象／身体または知的に障がい（身体障害者手帳1
級～6級または療育手帳Ａ・Ｂ）のある20歳未満の児童の
養育者▶支給金額／1人につき月額3,000円
●障害児福祉手当
支給対象／身体または精神に重度の障がいがあり、常
時介護を必要とするおおむね3歳以上20歳未満の方で、
保育所や通園施設などを除く児童福祉施設に入所して
いない方、障がいを事由とする公的年金などの給付を
受けていない方▶支給金額／14,140円
●障がい児補装具費支給事業
　補装具の購入、修理前に申請の相談をしてください。
対象／身体障害者手帳の交付を受けている児童の養育
者▶種目／補聴器、義手・義足、車いす、座位保持装置な
ど▶支給金額／費用の原則1割を利用者が負担。所得に
応じて上限額あり
●障がい児日常生活用具給付事業
　用具の購入前に申請の相談をしてください。
対象／身体障害者手帳の交付を受けている児童の養育
者▶種目／頭部保護帽、電気式たん吸引器、ネブライザ
ー（吸入器）、住宅改修費など▶支給金額／費用の原則1
割を利用者が負担。所得に応じて上限額あり
●小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業
　用具の購入前に申請の相談をしてください。
対象／小児慢性特定疾患治療研究事業受給者証の交付
を受けている児童の養育者（障がい児補装具費支給事
業、障がい児日常生活用具給付事業の対象となってい
る児童の養育者を除く）▶種目／クールベスト、紫外線
カットクリーム、パルスオキシメーターなど▶支給金額
／所得に応じて自己負担あり

●児童扶養手当
支給対象／次の①～⑦のいずれかに該当する児童（18
歳になった年度末までが対象。障がい児は20歳未満）を
養育しているひとり親家庭などの方 ①父と母が離婚し
た児童 ②父または母が死亡した児童 ③父または母が
一定程度の障がいの状態にある児童 ④父または母の
生死が明らかでない児童 ⑤父または母に1年以上遺棄
（置き去り）されている児童 ⑥父または母が裁判所から
のDV保護命令を受けた児童 ⑦父または母が法令によ
り1年以上刑務所などに拘禁されている児童 ⑧婚姻に
よらないで出生した児童▶支給金額／実際に養育して
いる児童の人数、申請者本人（父または母など）、同居家
族の所得などで決定
●ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金
支給対象／就労に必要なホームヘルパーなどの資格取
得やパソコン講座などを受講するひとり親家庭の父ま
たは母で、次の全ての要件を満たす方 ①本市に住所を
有し、児童扶養手当の支給を受けているか、または同様
の所得水準である ②受講開始日に雇用保険法による教
育訓練給付金の受給資格を有していない（雇用保険法
による教育訓練給付金との同時受給はできません）▶支
給金額／受講料の20㌫
●ひとり親家庭高等技能訓練促進費
対象／看護師、介護福祉士、保育士などの資格取得のた
めに専門学校などの養成機関に2年以上通学するひとり
親家庭の父または母で、次の全ての要件を満たす方 ①
本市に住所を有し、児童扶養手当の支給を受けている

　各制度には所得制限や申請に必要な書類などがあります。詳しい内容や申請方法などは、事前に各課に問い合わせてください。

児童の健全な育成や福祉の増進などのために
各種手当等を利用してください

障がいのある子どもがいる家庭
問 市福祉課障がい福祉係 ☎26-5733、
　 各総合支所地域振興課健康福祉係

ひとり親家庭
問 市子育て支援課家庭支援係 ☎26-5734、
　 各総合支所地域振興課健康福祉係

か、または同様の所得水準
である ②養成機関で2年以
上の教育課程の修了および
当該資格の取得が見込まれ
る ③就業・育児と修業の両
立が困難である▶支給金額
／【市民税非課税世帯】月
額100,000円 【市民税課税
世帯】月額70,500円
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　元気な高齢者の方や家族の方が、生き生きとした生活を送ることができるように本市では独自サービスを実施しています。10
月以降の申請は半額になるものもありますので、利用を希望する方は、早めに申請してください。

　在宅で介護を受けている方へ市の指定する福祉などの
サービスに利用できる、ほっとふくし券を交付しています。
【一般券】
対象／次のいずれかの条件を満たす方 ①要支援1以上
と認定され、前年度の介護保険料所得段階が3段階以下
（市民税世帯非課税）の方 ②要介護3～5と認定され、前
年度の介護保険料所得段階が4段階（市民税本人非課
税）で、かつ同一世帯の市民税所得割合計が10,000円未
満の方▶利用内容／福祉乗合バス（るんるん・ぐるっと）
回数券購入・デマンドタクシー使用料、タクシー運賃、配
食サービス（市で実施するサービスを除く）、有償ヘルパ
ー（市で実施するサービスを除く）、リハビリパンツなど
の購入、定期航路運賃▶交付金額／年間10,000円～
30,000円で介護度と介護保険料の区分により交付（申請
が10月以降の場合は5,000円～15,000円）
◆障がい者ほっとふくし券との重複交付はできません。
【在宅紙おむつ専用券】
対象／認知症や寝たきりにより常時失禁状態と認められ、
かつ要介護1～5と認定され前年度の介護保険料所得段
階が4段階以下（市民税本人非課税）の方▶利用内容／
市に登録した店での紙おむつなどの購入▶交付金額／
年間35,000円～100,000円を介護度と介護保険料の区
分により交付（申請が10月以降の場合はおおよそ半額）
【ストレッチャー車専用券】
対象／要介護4または5と認定され、座位が保てず通院
などにストレッチャー車両が必要な方で、前年度の介護
保険料所得段階が4段階以下（市民税本人非課税）の方
▶助成内容／片道2枚まで使用可能な1,000円の助成券
を年間6往復分（24枚）交付（申請が10月以降の場合は半額）
【訪問理容・美容サービス専用券】
対象／要介護1～5と認定され、前年度の介護保険料所得
段階が4段階以下（市民税本人非課税）の方▶助成内容
／市に登録した事業所に訪問理容・美容を依頼する場合、
出張費用として1回1,000円の助成券を5回分交付
【寝具洗濯乾燥消毒サービス専用券】
対象／要支援1以上と認定された高齢者のみの世帯に
属する方で、前年度の介護保険料所得段階が4段階以下

元気な高齢者の方や家族の方が、生き生きとした生活を送るために
高齢者福祉サービスを利用してください

●お問い合わせ／市福祉課地域福祉係 ☎２６-５７31

（市民税本人非課税）の方▶助成内容／布団、毛布など
の洗濯消毒乾燥サービスを市に登録した事業者へ依頼
する場合、サービス費用分として1,000円の助成券5枚を
交付
【はり・きゅう・マッサージ等利用助成券】
対象／平成26年度中に満年齢で70歳以上になる方（昭
和20年3月31日以前生まれ）▶助成内容／施術1回につ
き1,000円の助成券を12回分交付（申請が10月以降の場
合は6回分）

ほっとふくし券事業

やさしい生活支援事業

【福祉機器購入などに対する助成】
　購入や工事着工の前に申請してください。
対象／満65歳以上の方（対象品目によっては70歳以上
のもの、その他要件があるものもあります）で、過去に同
助成事業で限度額まで助成を受けていない方▶対象と
なるもの／①手すり ②和式便器から洋式便器への交換
の際の便器代 ③シルバーカー ④つえ ⑤入浴補助用具 
⑥電動自転車 ⑦玄関ステップ▶助成金額／市が認める
機器購入費用などの2分の1の額で1回の申請当たり
100,000円以内、一生涯で150,000円以内（予算額に達し
た時点で締め切り）
◆他制度との重複利用はできません。
◆②は世帯構成員が全員65歳以上の世帯に限る。
◆⑥は3分の1の額で30,000円以内で1度限り。

軽度生活援助事業

対象／おおむね65歳以上の単身世帯や高齢者のみの世
帯の方で、疾病、認知症、虚弱などの理由で生活の一部
に援助を要する方▶内容／住居内の掃除、ごみ出し、灯
油つめ、買い物、除雪▶利用時間／1時間以内▶利用料
金／30分以上1時間以内210円、30分未満110円

緊急通報システム事業

対象／おおむね65歳以上のひとり暮らしの方で突発的
に生命に危険な症状を発生する持病を有する方など▶
内容／緊急時に迅速に関係機関に対応してもらうため、
緊急通報の機器を貸与▶利用料金／所得税課税世帯は
月額1,490円の賃貸料あり。通常の電話料金は自己負担
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　障がいのある方が安心して自分らしく生活できるように実施している福祉サービスを紹介します。

●障がい者ほっとふくしサービス事業
対象／身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ａ、精神障害者
保健福祉手帳1級の交付を受けている方▶利用内容／
タクシー運賃、紙おむつなどの購入、福祉乗合バスの回
数券、福祉乗合タクシーの使用料、配食サービス、定期
航路旅客運賃、障がい福祉サービス、有償ヘルパーサー
ビス、訪問入浴▶交付金額／年間9,000円
◆高齢者ほっとふくし券事業一般券との重複利用はで
きません。

●人工透析患者通院費助成事業
対象／じん臓機能障害による身体障害者手帳を交付さ
れた方で、本人および同居世帯の生計中心者が所得税
非課税の方▶助成内容／人工透析療法を受けるために
交通機関（自家用車も含む）を利用している方に、通院距
離に応じて交通費を助成▶助成金額／往復15キロ㍍未
満は月額1,500円、往復15キロ㍍～30キロ㍍は月額
2,000円、往復30キロ㍍以上は月額3,000円（ただし鉄道、
バス、タクシーを利用した場合はその運賃の額。自家用
車による場合は1キロ㍍当たり15円で計算した額で、実
支出額と比較して低い額を助成）

●重度障がい者紙おむつ支給事業
対象／65歳未満の身体障害者手帳1・2級、また療育手帳
を所持し、在宅で１か月以上にわたり昼夜を問わず紙お
むつを使用し、日常生活において常時介護を必要とする
方▶支給内容／所得税非課税世帯は月額8,000円相当、
所得税課税世帯は月額6,000円相当の紙おむつを支給

●せきずい損傷者介護手当支給事業
対象／身体障害者手帳1・2級に該当する脊

せき
髄
ずい
損傷者で

常時介護を必要とする20歳以上の方を介護している方
▶支給内容／脊髄損傷者を看護し、かつその生計を維
持する方一人につき月額5,000円

障がいのある方が安心して自分らしく生活できるように
障がい福祉サービスを利用してください

●お問い合わせ／市福祉課障がい福祉係 ☎２６-５７33

●在宅酸素療法者支援事業
対象／呼吸器機能障害による身体障害者手帳を所持し
ている方（ただし1級・2級を除く）で、かつ医師の指示に
より在宅酸素療法を行っている方▶支給内容／在宅酸
素療法に係る酸素濃縮器使用のための電気料金として
一人につき月額1,600円

●やさしい住まいづくり事業
　購入や設置工事をする前に申請してください。
対象／身体障害者手帳の交付を
受けている65歳未満の方で、過
去に同助成事業で限度額まで助
成を受けていない方▶対象機器
／手すり、介護用ベッド、和式便
器から洋式便器への取り換え、
シルバーカー、スロープ台など
の移動支援機器、入浴補助用具など▶助成金額／150,000
円を限度に設置事業費の2分の1を助成

●有料道路通行料金の割引
対象／身体障害者手帳の交付を受けた本人が運転する
場合、または重度の身体障害者手帳または療育手帳Ａ
の交付を受けた本人が同乗し本人以外が運転する場合
▶助成内容／有料道路の通常料金が半額。ただし事前
申請が必要

●ＮＨＫ受信料の免除制度
内容／【全額免除】身体障害者手帳・療育手帳・精神障害
者保健福祉手帳のいずれかの交付を受けた方が世帯構
成員であり、世帯全員が市町村民税非課税の場合 【半
額免除】身体障害者手帳の交付を受けた視覚・聴覚障が
い者が世帯主でかつ契約者の場合、また身体障害者手
帳1・2級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳1級のい
ずれかの交付を受けた方が世帯主でかつ契約者の場合
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国
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
全
て
の
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
今
年
度
分
の
申
請

に
加
え
て
申
請
の
で
き
る
期
間
が
過
去

２
年
間
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
納
付
が

困
難
で
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
納
期
限
の
翌
々
年
の
同
日

ま
で
（
納
期
限
は
保
険
料
納
付
対
象
月

の
翌
月
末
で
す
が
、
納
期
限
が
休
日
の

場
合
は
、
次
の
平
日
が
納
期
限
に
な
り

ま
す
。）

酒
田
光
陵
高
等
学
校
の
生
徒
駐

輪
場
完
成
に
伴
う
登
校
時
の
通

学
経
路
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
教
育
委
員
会

管
理
課
☎
２
６-

５
６
２
７

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

社
会
人
に
な
っ
た
ら「
追
納
」を

お
勧
め
し
ま
す

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
、
万
が
一
事
故
や
病
気
で
重
い
障

が
い
が
残
っ
た
場
合
に
、
保
険
料
が
未

納
で
あ
っ
た
た
め
に
障
害
年
金
を
請
求

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
防
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
の
資
格
期
間
に
も
計
算
さ
れ
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
学
生

　
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
前
年

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
年
金
額
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
は
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
例
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
古
い
順
か
ら
追
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
３
年
目
以
降
は
当
時

の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
高
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
に
余
裕
が

生
じ
た
場
合
は
、
早
め
に
追
納
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
手
続
き

受
付
窓
口
／
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

区
町
村
の
窓
口
▼
必
要
書
類
な
ど
／
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）、
印
鑑

　
追
納
さ
れ
た
保
険
料
は
全
額
、
所
得

税
・
住
民
税
の
所
得
控
除
（
社
会
保
険

料
控
除
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
控
除
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
、
ま
た
は
手
持

ち
の
領
収
書
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
で
、大
学（
大

学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
、

一
部
の
海
外
大
学
日
本
分
校（
夜
間
部
、

定
時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
を
含
む
）に

在
学
ま
た
は
在
籍
し
て
い
た
学
生
本
人

◎
申
請
手
続
き

受
付
窓
口
／
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

区
町
村
の
窓
口
▼
必
要
書
類
な
ど
／
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）、
現
在
学
生

の
方
は
、
平
成
26
年
度
有
効
の
学
生
証

（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
卒
業
し
て
学
生
証
の
な
い

方
は
在
籍
（
期
間
）
証
明
書
、
印
鑑
、
前

年
以
降
に
会
社
を
退
職
し
て
学
生
に
な

っ
た
方
は
、
退
職
を
確
認
で
き
る
書
類

◆
前
年
の
申
請
が
承
認
さ
れ
、
在
学
予

定
期
間
が
把
握
で
き
る
方
に
は
、
申
請

の
翌
年
度
の
４
月
〜
５
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て

は
が
き
を
返
信
す
る
こ
と
で
申
請
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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桜
の
名
所
、
日
和
山
公
園
、
舞
鶴
公

園
、
八
森
自
然
公
園
周
辺
で
桜
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ

エ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
る
春
の
公
園
を
散

策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
／
４
月
18
日
㈮
〜
29
日
㈷

場
所
／
日
和
山
公
園

駐
車
場
／
日
和
山
公
園
第
１
〜
第
３
駐

車
場
（
第
３
駐
車
場
は
土
曜
・
日
曜
日

の
み
）、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車
場

内
容
／
千
石
船
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
・
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
期
間
中
の
午
後

６
時
30
分
〜
９
時
30
分
）、
露
店
出
店

第
34
回
酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り

期
間
／
４
月
19
日
㈯
〜
５
月
６
日
（
振

休
）（
桜
が
散
り
次
第
終
了
）

場
所
／
舞
鶴
公
園
、
八
森
自
然
公
園
、

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ
近
く
の
桜
並
木

駐
車
場
／
舞
鶴
公
園
駐
車
場

内
容
／
舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
）

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
桜
開
花
後
に
行
い

ま
す
。

問 

八
幡
総
合
支
所
建
設
産
業
課 

☎ 

６
４-

３
１
１
５

　
酒
田
ま
つ
り
は
５
月
19
日
㈪
に
宵
祭

り
、
20
日
㈫
に
本
祭
り
、
21
日
㈬
に
裏

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
玄
関
先
に
「
酒
田
ま
つ
り
」
の
ち
ょ

う
ち
ん
を
下
げ
て
、
一
緒
に
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

寸
法
／
高
さ
61
セ
ン
チ
㍍
×
幅
33
セ
ン

チ
㍍

材
質
／
ビ
ニ
ー
ル
白
地
に
「
酒
田
ま
つ

り
」
の
赤
色
文
字
、
電
球
20
㍗
ソ
ケ
ッ

ト
、
３
㍍
配
線
プ
ラ
グ
付
き
（
家
紋
や

名
入
れ
は
な
し
）

費
用
／
３
千
５
０
０
円

申
し
込
み
／

４
月
24
日
㈭

ま
で（
一
社
）

酒
田
観
光
物

産
協
会
へ 

☎
２
４-

２

２
３
３

日
時
／
５
月
20
日
㈫
午
後
１
時
〜

対
象
／
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も

定
員
／
先
着
80
人

申
し
込
み
／
４
月
24
日
㈭
ま
で
市
観
光

振
興
課
観
光
交
流
係
へ

◆
学
校
・
子
ど
も
会
以
外
の
参
加
は
保

護
者
同
伴
。
は
っ
ぴ
は
用
意
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
20
日
㈫
午
後
１
時
〜

対
象
／
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

申
し
込
み
／
４
月
17
日
㈭
ま
で
（
一

社
）
酒
田
観
光
物
産
協
会
へ 

☎
２
４-

２
２
３
３

仔
獅
子
の
引
き
手
募
集

酒
田
ま
つ
り
山
車
行
列

参
加
団
体
募
集

家
庭
用「
酒
田
ま
つ
り 

ち
ょ
う
ち
ん
」

を
販
売
し
ま
す

お
花
見
に
出
掛
け
よ
う 

桜
ま
つ
り
開
催

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
振
興
課
観
光
交
流
係 

☎
２
６-

５
７
５
９

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う「
酒
田
ま
つ
り
」

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
振
興
課
観
光
交
流
係 

☎
２
６-

５
７
５
９

　
費
用
は
無
料
で
、
雨
天
時
は
中
止
し

ま
す
。

●
北
前
太
鼓
演
奏
会

日
時
／
４
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜
▼
場

所
／
日
和
山
公
園
▼
そ
の
他
／
ち
び
っ

こ
参
加
コ
ー
ナ
ー
あ
り

●
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
４
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
場
所
／
日
和
山
公
園

●
山
王
森
の
緑
を
育
て
る
会
に
よ
る

「
野
だ
て
」

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
前
10
時
〜
▼
場

所
／
山
王
森
庭
園（
下
日
枝
神
社
境
内
）

問 

山
王
森
の
緑
を
育
て
る
会
事
務
局 

☎
２
３-

９
６
１
９

◆
い
ず
れ
の
公
園
も
園
内
で
の
火
気
の

使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ご
み
の
持
ち
帰
り
運
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◆
引
き
渡
し
は
５
月
９
日
㈮
〜
13
日
㈫

に
（
一
社
）
酒
田
観
光
物
産
協
会
（
山

居
倉
庫
内
）
で
代
金
と
引
き
換
え
で
行

い
ま
す
（
取
り
付
け
は
各
自
）。

◆
松
山
城
大

手
門
一
般
開

放
に
つ
い
て

は
本
紙
18
㌻

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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本
市
の
観
光
お
み
や
げ
品
と
し
て
、

新
た
な
商
品
開
発
の
ほ
か
、
既
存
商
品

の
改
良
、
新
し
い
機
能
の
付
加
、
品
質

保
持
の
向
上
な
ど
を
考
え
て
い
る
方
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
所
在
す
る
団
体
ま
た
は

個
人
で
、
酒
田
の
観
光
お
み
や
げ
品
の

開
発
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
方
（
平
成

26
年
度
中
の
完
成
が
条
件
）

対
象
経
費
／
お
み
や
げ
品
の
製
作
に
必

要
な
設
備
購
入
費
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

の
開
発
製
作
費
、
品
質
検
査
費
用
、
商

標
登
録
な
ど
に
必
要
な
費
用
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
な
ど
の
初
期
在
庫
費
、
店
頭
販
売

時
の
宣
伝
費
の
一
部
（
人
件
費
、
旅
費
、

建
物
な
ど
の
費
用
は
対
象
外
）

助
成
金
額
／
助
成
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
上
限
50
万
円

申
し
込
み
／
４
月
25
日
㈮
ま
で
酒
田
産

業
会
館
１
階
、
市
観
光
振
興
課
へ
（
予

算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
）

◆
詳
し
い
内
容
や
必
要
な
手
続
き
に
つ

い
て
は
、申
し
込
み
の
際
に
説
明
し
ま
す
。

観
光
お
み
や
げ
品
の
開
発
に

助
成
し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
振
興
課
観
光
交
流
係 

☎
２
６-

５
７
５
９

犬の登録と狂犬病予防注射
●お問い合わせ／市環境衛生課環境保全係 ☎31-0933

　飼い犬は1年に1回、狂犬病予防注射を接種しなければ
なりません。既に登録済みの飼い主の方には、案内はがき
を送付します。新規登録は、接種時に注射料の他、登録料、
印鑑を持参してください。

注射料／3,200円　　登録料／3,000円

◆どこの会場でも接種可能です。
◆注射料と登録料は、できるだけお釣りのないようにご
協力願います。
◆事故防止のため、会場には犬を制止できる方が連れて
きてください。
◆犬のふんなどは、飼い主が責任をもって始末しましょう。
◆新規登録・予防注射は、各動物病院でも行っています。

期　日 時　間 場　所

八
幡
地
域

4／10（木）

10：00～10：15 日向コミュニティセンター
10：25～10：45 升田公民館
11：00～11：20 青沢克雪管理センター
11：35～11：50 大沢コミュニティセンター
13：20～14：00 一條コミュニティセンター
14：15～14：50

旧八幡中央公民館跡地
4／13（日） 13：30～14：30

松
山
地
域

4／11（金）

9：00～ 9：15 南部コミュニティセンター
9：30～ 9：45 山寺コミュニティセンター
10：00～10：40 松嶺コミュニティセンター
11：00～11：30 内郷コミュニティセンター

4／13（日） 9：30～10：30 松嶺コミュニティセンター

期　日 時　間 場　所

平
田
地
域

4／11（金）
9：00～ 9：40 平田農村環境改善センター
10：00～10：40

ひらた生涯学習センター
4／13（日）

13：30～14：10
14：30～15：10 平田農村環境改善センタ－

酒
田
地
域

4／14（月）

9：20～ 9：50 南遊佐コミュニティセンター
10：10～10：40 本楯コミュニティセンター
11：00～11：30 上田コミュニティ防災センター
13：30～14：00 広野コミュニティセンター
14：20～14：50 新堀コミュニティ防災センター

4／15（火）
9：20～ 9：50 東平田コミュニティ防災センター
10：10～10：40 北平田コミュニティセンター
11：00～11：30 中平田コミュニティセンター

期　日 時　間 場　所

酒
田
地
域

4／15（火）13：30～14：30 宮野浦学区コミュニティ防災センター

4／16（水）

9：20～ 9：50 浜中コミュニティセンター
10：10～10：40 黒森コミュニティセンター
11：00～11：30 十坂コミュニティセンター
13：30～14：00 市民健康センター

4／17（木）
9：30～10：30 庄内バイオ研修センター
13：30～14：30 東禅寺コミュニティ防災センター

4／18（金）
9：30～10：30 光ケ丘陸上競技場前
13：30～14：00 西荒瀬コミュニティ防災センター
14：20～14：50 泉学区コミュニティ防災センター

4／19（土）
13：30～14：30 酒田農業技術普及課（若浜コミセン東隣）4／20（日）

●平成25年度に助成した商品

飛島イカスミブラックカレー
合同会社とびしま
飛島沖日本海近海産のイカを使
った真っ黒くて潮の香りいっぱい
のイカスミカレー

徳右エ門のえだまめ
株式会社徳右エ門
地元の湧水と塩でゆでた、手軽
に真空パックにした庄内平野特産
の「ゆでたての枝豆」

鳥海高原ヨーグルトを使った
チーズケーキ
株式会社大泉
鳥海高原ヨーグルトとナチュラル
チーズを使って化粧箱に入れた
チーズケーキ

観光絵はがき 
名勝 玉簾の滝をたずねて
産直ららら
玉簾の滝の自然の美しさ、魅力
を全国に発信する観光絵はがき
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春
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新

入
学
（
園
）
児
童
の
通
学
（
園
）
や
新

社
会
人
の
社
会
参
加
が
始
ま
る
時
期
で

す
。
ま
た
陽
気
が
よ
く
な
り
、
歩
行
者
、

自
転
車
利
用
者
の
行
動
範
囲
も
広
が
る

こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
に
、

４
月
６
日
か
ら
15
日
に
「
春
の
交
通
安

全
県
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
、
思
い
や
り

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
交
通
事

故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
放
火
を
防
ぐ
た
め
に
は
個
人
と
地
域

の
協
力
が
大
切

　
全
国
で
は
、「
放
火
」
に
よ
る
火
災

が
10
年
以
上
連
続
し
第
１
位
で
す
。
管

内
で
も
、
放
火
ま
た
は
放
火
の
疑
い
を

原
因
と
す
る
火
災
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
個
人
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力

し
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

●
事
業
所
な
ど
多
数
の
人
が
出
入
り
す

る
建
物
に
お
け
る
防
火
対
策
の
徹
底

　
出
火
防
止
を
心
掛
け
、
避
難
施
設
や

消
防
用
設
備
な
ど
の
維
持
管
理
を
適
正

に
行
い
、
防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
防

火
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
電
化
製
品
の
管
理
、
配
線
な
ど
に
気

配
り
を

　
電
化
製
品
の
老
朽
化
や
、
配
線
な
ど

の
折
れ
曲
が
り
な
ど
が
原
因
で
火
災
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
電
気
配

線
な
ど
が
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い

な
い
か
な
ど
気
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
大
切
な
自
然
を
守
る
た
め
に

　
林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
た
き
火
は

︻
３
つ
の
習
慣
︼

•
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

•
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

•
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す

︻
４
つ
の
対
策
︼

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

•
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

•
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

４
つ
の
重
点
項
目

１ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

︻
自
転
車
安
全
利
用
５
則
︼

①
車
道
が
原
則
。
歩
道
は
例
外 

②
車
道
は
左
側
を
通
行 

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行 

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運

転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、
夜

間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点
で
の

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

信
号
順
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確

認
） 

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

２ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

３ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

４ 

道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室 

☎
２
６-

５
７
２
６

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課 

☎
６
１-

７
１
１
３

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動　
―
４
月
６
日
～
15
日
―

「
も
う
す
ぐ
だ 

し
っ
か
り
待
と
う 

赤
信
号
」
春
の
火
災
予
防
運
動　
―
４
月
９
日
～
22
日
―

「
消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

●
４
月
10
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
で
す

　
平
成
20
年
か
ら
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
国
民
運
動
と
し

て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
全
国
統
一
標
語
）

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
た
ば
こ

の
吸
い
殻
は
携

帯
用
の
灰
皿
な

ど
で
確
実
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
。
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山
形
交
響
楽
団

ビ
オ
ラ
首
席
奏
者

成
田
寛
と
シ
ョ
パ

ン
弾
き
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い

る
ピ
ア
ニ
ス
ト 

高
橋
多
佳
子
の
デ

ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ

ル
で
す
。

　
手
塚
治
虫
原
作
の
「
ブ
ッ
ダ
」
が
栗

山
民
也
演
出
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て

舞
台
化
さ
れ
ま
す
。
時
代
と
民
衆
の
渦

の
中
で
ひ
た
む
き
に
生
き
る
ブ
ッ
ダ
の

姿
を
描
く
こ
の
物
語
を
、
家
族
そ
ろ
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
24
日
㈫
午
後
６
時
開
場
、

午
後
６
時
30
分
開
演
▼
場
所
／
希
望
ホ

ー
ル
▼
料
金︵
全
席
指
定
︶／
一
般
４
千

円
、
高
校
生
以
下
２
千
５
０
０
円
（
当

日
各
５
０
０
円
増
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売

／
４
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
▼
チ
ケ
ッ

ト
販
売
／
希
望
ホ
ー
ル
、
マ
リ
ー
ン
５

清
水
屋
、
み
ず
ほ
八
文
字
屋
、
八
文
字

屋
エ
ビ
ス
ヤ
店
（
鶴
岡
市
）
▼
主
催
／

わ
ら
び
座

◆
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

わ
ら
び
座
へ 

☎
０
１
８
７-

４
４-

３
３

３
２
。

　
平
成
16
年
に
酒
田
市
民
会
館
「
希
望

ホ
ー
ル
」
の
誕
生
に
合
わ
せ
、
世
界
的

指
揮
者 
小
澤
征
爾
氏
に
よ
る
新
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
、翌
年
か
ら「
酒
田
希
望
音
楽
祭
」

と
し
て
同
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
日
本
を
代
表
す
る
指
揮

者 

井
上
道
義
氏
と
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
で
、

女
性
と
し
て
、
ま
た
日
本
人
と
し
て
初

め
て
第
１
位
を
獲
得
し
た
上
原
彩
子
氏

を
迎
え
て
開
催
し
ま
す
。

指揮／井上道義
©OrchestraEnsemble
Kanazawa

ピアノ／上原彩子
©三浦興一

日
時
／
７
月
７
日
㈪
午
後
６
時
15
分
開

場
、
午
後
７
時
開
演

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

曲
目
／
ス
メ
タ
ナ
作
曲 

モ
ル
ダ
ウ（
交

響
詩
「
我
が
祖
国
」
よ
り
）、
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
作
曲 

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲 

交
響
曲
第

５
番

料
金︵
全
席
指
定
︶／︻
Ｓ
Ｓ
席
︼７
千
円 

︻
Ｓ
席
︼６
千
円 

︻
Ａ
席
︼５
千
円 

︻
Ａ

席
学
生
︼１
千
５
０
０
円 

︻
Ｂ
席
︼４
千

円 
︻
Ｂ
席
学
生
︼１
千
円 

︻
Ｓ
席
親
子

券
︵
一
般・学
生
各
１
枚
、限
定
10
組
︶︼

９
千
円 
︻
Ａ
席
親
子
券
︵
一
般
・
学
生

各
１
枚
、
限
定
40
組
︶︼５
千
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
／
４
月
12
日
㈯
午
前
10

時
〜

チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
希
望
ホ
ー
ル
、
マ
リ

ー
ン
５
清
水
屋
、
み
ず
ほ
八
文
字
屋
、

イ
ケ
ダ
楽
器
、
八
文
字
屋
エ
ビ
ス
ヤ
店

（
鶴
岡
市
）、BookCity

と
み
や
（
庄

内
町
）

◆
小
学
生
〜
大
学
生
は
学
生
料
金
。

◆
親
子
券
は
希
望
ホ
ー
ル
で
の
み
販
売
。

◆
就
学
前
児
童
は
入
場
不
可
。託
児（
一

人
５
０
０
円
）
の
申
し
込
み
は
７
月
１

日
㈫
ま
で
希
望
ホ
ー
ル
へ
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
芸
術
文
化
係 

☎
２
６-

５
７
７
８
、希
望
ホ
ー
ル 

☎
２
６-

５
４
５
０

酒
田
希
望
音
楽
祭
２
０
１
４ 

井
上
道
義
指
揮 

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

「
希
望
ホ
ー
ル
」共
催
事
業　

成
田
寛
＆
高
橋
多
佳
子

デ
ュ
オ・リ
サ
イ
タ
ル

●
お
問
い
合
わ
せ
／
希
望
ホ
ー
ル

☎
２
６-

５
４
５
０

「
希
望
ホ
ー
ル
」共
催
事
業　

わ
ら
び
座 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ブ
ッ
ダ
」

●
お
問
い
合
わ
せ
／
希
望
ホ
ー
ル

☎
２
６-

５
４
５
０

日
時
／
５
月
１
日
㈭
午
後
６
時
30
分
開

場
、
午
後
７
時
開
演
▼
場
所
／
希
望
ホ

ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）▼
演
奏
曲
目︵
予
定
︶

／
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲 

ヴ
ィ
オ

ラ
ソ
ナ
タ 

ハ
短
調
、
シ
ョ
パ
ン
作
曲 

バ
ラ
ー
ド
第
１
番 

ト
短
調 

作
品
23
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲 

ヴ
ィ
オ
ラ
ソ
ナ
タ

第
１
番 

ヘ
短
調 

作
品
１
２
０-

１
他

▼
料
金︵
全
席
自
由
︶／
一
般
２
千
５
０

０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）
▼
チ
ケ
ッ

ト
発
売
／
４
月
１
日
㈫
午
前
10
時
〜
▼

チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
希
望
ホ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
、
加
藤 

☎
０
９
０-

４
８

８
８-
５
６
５
６
、
斎
藤 

☎
０
９
０-

３
７
５
０-
３
６
７
２
、
関
矢 

☎
２
４- 

８
５
５
８
。
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本
紙
３
月
17
日
号
で
、
同
義
援
金
の

受
け
付
け
が
３
月
31
日
で
終
了
す
る
と

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
日
本
赤
十
字

社
で
の
受
け
付
け
が
延
長
と
な
る
た
め
、

本
市
で
の
受
け
付
け
も
延
長
し
ま
す
。

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６-
５

７
３
１

お 

知 

ら 

せ

　
４
月
１
日
か
ら
の
市
の
組
織
変
更
に

つ
い
て
は
本
紙
３
月
17
日
号
に
掲
載
し

た
通
り
で
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
電
話
番

号
が
左
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
総
務
課
総
務
係  

☎
２
６-

５
７
０
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。ヤ
フ
ー・

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
入

札
方
式
お
よ
び
競
り
売
り
で
す
。

【
①
入
札
方
式
】
公
売
財
産
／
不
動
産

（﹇
所
在
地
﹈
豊
里
字
下
西
割
38
番
地 

﹇
物
件
﹈
土
地
、
建
物
）
▼
入
札
期
間

／
５
月
９
日
㈮
午
後
１
時
〜
16
日
㈮
午

後
１
時 

【
②
競
り
売
り
】
公
売
財
産
／

複
製
画
▼
入
札
期
間
／
５
月
９
日
㈮
午

後
１
時
〜
11
日
㈰
午
後
11
時 

【
①
②
共

通
】
公
売
参
加
申
込
期
間
／
４
月
14
日

㈪
午
後
１
時
〜
30
日
㈬
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６-

５
７
１
９

組
織
変
更
に
伴
う
電
話
番
号
の

変
更
な
ど

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
助
成

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

受
け
付
け
期
間
を
延
長
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

結
婚・誕
生
お
祝
い
記
念
樹
贈
呈

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

【
①
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
】
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
各

月
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
誕
生
月
）
の

診
療
か
ら
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
２

割
に
な
り
ま
す

【
②
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
】
４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口

負
担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん

◆
①
②
と
も
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
３
割
負
担
で
す
。

◆
窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負
担
上
限
額

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
①
に
該
当

す
る
方
は
69
歳
ま
で
と
比
べ
て
上
限
額

が
下
が
り
ま
す
。

問
市
国
保
年
金
課
国
保
係 

☎
２
６-

５

７
２
７

対
象
／
本
市
在
住
で
自
ら
が
養
育
す
る

子
ど
も
と
同
乗
す
る
た
め
に
使
用
す
る

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
～
74
歳
の
方
へ

【
普
通
徴
収
】
４
月
〜
６
月
分
の
保
険

料
は
、
４
月
中
旬
に
通
知
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
７
月
〜
平
成
27
年
３
月
分

の
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
を
再
計
算
し
て
７

月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合
、
金
融
機

関
の
ほ
か
、
郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　
４
月
10
日
㈭
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎
２

６-
５
７
３
４

　
４
月
11
日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

　
平
成
25
年
９
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で

に
結
婚
ま
た
は
誕
生
さ
れ
た
方
で
、
記

念
樹
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
へ
記
念
樹

の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
29
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
場
所
／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
▼

持
ち
物
／
記
念
樹
引
換
券

問
市
民
課
戸
籍
係 

☎
２
６-

５
７
２
４

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
４
月
期
・
６
月
期
・
８
月

期
の
各
保
険
料
は
、
２
月
期
と
同
額
に
な

り
ま
す
。
10
月
期
・
12
月
期
・
平
成
27
年

２
月
期
の
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
が
確

定
し
た
後
、
年
間
保
険
料
を
再
計
算
し

て
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２

６-

５
３
６
３

●組織変更に伴い、変更および新設される電話番号
部課などの名称 電話番号

総務課行財政改革推進室 26-5378
納税課滞納整理室 26-6275
都市デザイン課都市デザイン係 26-6274
子育て支援課こども支援係 26-5735
子育て支援課家庭支援係 26-5734
建築課新庁舎建設室 26-6250
下水道課上下水道統合準備室 26-3733
農政課総合農政係 26-5792
農政課米政策推進係 26-5751
農政課複合経営振興係 26-5752
農政課担い手支援係 26-5766

部課などの名称 電話番号
農林水産課地籍調査係 52-3918
観光振興課観光企画係 26-5809
観光振興課観光交流係 26-5759
八幡総合支所地域振興課健康福祉係 64-3113
同支所地域振興課市民係 64-3112
松山総合支所地域振興課健康福祉係 62-2611同支所地域振興課市民係
平田総合支所地域振興課健康福祉係 52-3911
同支所地域振興課市民係 52-3913
水道部管理課業務管理係 22-1814
教育委員会管理課学校給食係 26-5773
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対
象
／
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園

を
地
域
独
自
の
特
色
や
利
便
性
を
考
え
、

自
ら
計
画
し
て
、
特
色
あ
る
公
園
に
整

備
（
花
壇
造
成
、
植
栽
、
手
づ
く
り
ベ

ン
チ
な
ど
）
し
よ
う
と
す
る
地
元
自
治

会
な
ど
▼
内
容
／
技
術
指
導
費
用
、
機

械
・
車
両
な
ど
の
借
り
上
げ
費
用
、
材

料
な
ど
の
購
入
費
用
を
市
が
負
担
【
大

ま
か
な
流
れ
】
地
元
自
治
会
な
ど
よ
る

計
画
の
作
成
↓
市
と
の
打
ち
合
わ
せ
↓

事
業
の
実
施
（
整
備
）
↓
完
成
↓
実
績

報
告
書
の
提
出
↓
現
地
確
認
↓
費
用
の

支
払
い
（
業
者
に
対
し
直
接
市
が
支
払

い
）
▼
申
し
込
み
／
４
月
21
日
㈪
〜
市

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係
へ 

☎
２
６-

５
７
４
５（
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

◆
日
ご
ろ
の
点
検
や
簡
単
な
手
直
し
な

ど
、
整
備
後
の
管
理
は
地
元
自
治
会
な

ど
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

食
育
交
流
活
動
の
取
り
組
み
に
補
助

手
づ
く
り
公
園
整
備
に
助
成
し
ま
す

公
園
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

酒
田
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
補
助
金

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
、

改
築
に
補
助
し
ま
す

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機（
容
器
）の

購
入
に
補
助
し
ま
す

　
公
園
で
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
お
互

い
快
適
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
る
遊
び
や
行
い

対
象
／
市
内
の
農
業
者
ま
た
は
農
業
者

グ
ル
ー
プ
▼
補
助
対
象
／
保
育
園
、
幼

稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
で
の
農
業
体
験

や
調
理
実
習
な
ど
の
食
育
交
流
活
動
▼

補
助
金
額
／
１
園
ま
た
は
１
校
当
た
り

対
象
／
自
治
会
▼
補
助
対
象
／
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
ま
た
は
改
築
に
要

す
る
経
費
（
土
地
の
取
得
費
、
賃
借
料

を
除
く
）
▼
補
助
内
容
／
経
費
の
２
分

の
１（
１
千
円
未
満
の
額
は
切
り
捨
て
）

で
上
限
４
万
円
。
い
ず
れ
も
予
算
の
範

囲
内
▼
条
件
／
・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
場
所
の
土
地
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
い
る
こ
と
（
承
諾
書
が
必
要
）
・

道
路（
歩
道
、側
溝
を
含
む
）、河
川（
堤

防
を
含
む
）、
水
路
、
公
園
な
ど
へ
の

新
設
、
改
築
は
対
象
外 

・
申
請
は
年

度
に
１
回
ま
で
で
１
回
の
申
請
に
付
き

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
基
▼
申
し
込
み

／
事
前
に
電
話
で
市
環
境
衛
生
課
管
理

係
へ 

☎
３
１-

０
９
３
３

方
（
就
学
前
児
童
が
２
人
以
上
い
る
場

合
に
限
る
）
▼
助
成
対
象
／
一
般
社
団

法
人
自
転
車
協
会
が
定
め
る
「
幼
児
２

人
同
乗
用
自
転
車
安
全
基
準
」
に
適
合

し
た
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
（
メ
ー

カ
ー
が
指
定
す
る
幼
児
が
同
乗
で
き
る

座
席
を
２
個
装
備
し
た
も
の
）
▼
助
成

金
額
／
購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
上
限

３
万
円
▼
申
し
込
み
／
事
前
に
電
話
で

市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係
へ 

☎
２
６-

５
７
３
５

◆
市
内
販
売
店
で
の
購
入
に
限
り
ま
す
。

◆
申
請
書
は
同
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
／
４
月
14
日
㈪
〜
市
役
所
３

階
市
建
築
課
確
認
審
査
係
で
先
着
順
に

受
け
付
け
（
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
）

◆
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
本
紙
３
月
17
日
号
を
ご
覧

に
な
る
か
、
同
課 

☎
２
６-
５
７
４
９

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
本
市
在
住
で
販
売
金
額
が
２
千

円
以
上
の
も
の
を
、
市
内
販
売
店
か
ら

購
入
す
る
方
（
家
庭
用
に
限
る
）
▼
補

助
金
額
／【
コ
ン
ポ
ス
ト
】購
入
金
額

の
２
分
の
１
で
上
限
５
千
円 

【
電
動
式

３
万
円
以
内
▼
申
し
込
み
／
【
一
次
締

め
切
り
】
４
月
18
日
㈮
ま
で
市
農
政
課

総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６-

５
７
９
２

（
以
降
、
予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け

付
け
）

生
ご
み
処
理
機
】購
入
金
額
の
３
分
の

１
で
上
限
２
万
円
。
い
ず
れ
も
予
算
の

範
囲
内
（
１
０
０
円
未
満
の
額
は
切
り

捨
て
）
▼
申
し
込
み
／
事
前
に
電
話
で

市
環
境
衛
生
課
管
理
係
へ 

☎
３
１-

０

９
３
３

◆
市
内
販
売
店
か
ら
の
見
積
書
が
必
要
。

４
月
13
日
㈰
は
第
49
回
酒
田
市
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
で
す

市
内
温
泉
施
設
の
入
浴
料
の
改
定

　
４
月
１
日
か
ら
の
入
浴
料
は
左
表
の

通
り
で
す
。
詳
し
く
は
各
施
設
お
よ
び

市
観
光
振
興
課
観
光
交
流
係
☎
２
６-

５
７
５
９
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
選
手
が
午
前
９
時
か
ら
光
ケ
丘
公
園

園
路
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を

走
り
ま
す
の
で
、
応
援
と
選
手
の
走
路

確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
☎
２
６-

５
７
８
２

施
設
名

区
分

新
料
金

旧
料
金

八
森
温
泉

「
ゆ
り
ん
こ
」

1
６
４-

２
０
０
１

大
人

４
５
０
円
４
０
０
円

子
ど
も

１
０
０
円
１
５
０
円

湯
の
台
温
泉

「
鳥
海
山
荘
」

1
６
１-

１
７
２
７

大
人

５
１
０
円
５
０
０
円

子
ど
も

１
６
０
円
１
５
０
円

は
し
な
い 

・
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

を
公
園
内
に
入
れ
な
い 

・
指
定
さ
れ

た
公
園
以
外
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど

は
し
な
い 

・
ゴ
ル
フ
の
練
習
は
し
な

い 

・
公
園
駐
車
場
以
外
へ
の
自
動
車
・

バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
は
し
な
い 

・
遊

具
は
安
全
に
使
用
す
る 

・
ご
み
は
持

ち
帰
る

問
市
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係 

☎
２

６-

５
７
４
５
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募
　
集

酒田市雇用創造協議会　セミナー受講生募集

対
象
／
住
宅
の
敷
地
内
で
、
道
路
ま

た
は
公
共
の
場
（
公
園
な
ど
）
に
面
し
、

生
け
垣
の
延
長
が
３
㍍
以
上
の
も
の

（
事
業
所
、
店
舗
な
ど
は
対
象
外
）
▼

樹
木
の
種
類
／
本
市
の
気
候
風
土
に

適
し
た
も
の
▼
助
成
金
額
／
樹
木
な

ど
の
材
料
費
の
２
分
の
１
、
ま
た
は

生
け
垣
の
延
長
で
算
出
し
た
額
（
１

㍍
に
つ
き
３
千
円
）
の
ど
ち
ら
か
少

な
い
額
で
上
限
６
万
円
▼
申
し
込
み

／
４
月
１
日
㈫
〜
市
都
市
計
画
課
公

園
緑
地
係
へ 

☎
２
６-

５
７
４
５
（
予

算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

◆
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
市
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係 

☎
２

６-

５
７
４
５

　

景
観
形
成
重
点
地
区
に
お
け
る
、
基

準
に
適
合
す
る
建
築
行
為
に
対
し
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
区
／
山
居
倉
庫
周
辺
地
区
、
松

山
歴
史
公
園
周
辺
地
区
▼
対
象
行
為
／

建
築
物
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
（
屋
根
、

外
壁
）、
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
、
外
壁
の

張
り
替
え
・
塗
り
替
え
、
塀
な
ど
の
設

置
お
よ
び
改
修
、
既
存
の
塀
の
修
景
な

ど
▼
助
成
金
額
／
上
限
５０
万
円
▼
申
し

込
み
／
４
月
１
日
㈫
〜
市
都
市
計
画
課

　
総
勢
約
１
０
０
人
の
よ
ろ
い
武
者
た

ち
が
松
嶺
地
区
を
練
り
歩
く
武
者
行
列

対
象
／
高
校
生
以
上
の
方
▼
定
員
／
20

人
程
度
▼
内
容
／
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画

や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
製
作
、

当
日
の
運
営
な
ど
▼
申
し
込
み
／
４
月

25
日
㈮
ま
で
酒
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

日
時
／
５
月
16
日
〜
６
月
６
日
の
毎
週

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
全
４
回
）
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
本
市
在
住
で
、
料

理
初
心
者
の
男
性
（
平
成
18
年
〜
平
成

21
年
に
同
講
座
を
受
講
し
た
方
を
除

は
ぁ
と
♥
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
分
で
作
っ
て
マ
ス
タ
ー
す
る 

男
性
の
基
礎
料
理
講
座
受
講
生

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会
参
加
者

生
け
垣
づ
く
り
に
助
成
し
ま
す

良
好
な
景
観
づ
く
り
に
助
成
し
ま
す

松
山
ま
つ
り
武
者
行
列「
体
験
武
者
」

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
を
ご
存
知
で
す
か

保
険
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日
▼
対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文

化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域

活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体
▼
対
象

事
故
／
団
体
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動

へ
の
往
復
中
の
事
故
▼
内
容
／
傷
害
保

険
、
賠
償
責
任
保
険
、
突
然
死
葬
祭
費

用
保
険
▼
費
用
／
一
人
当
た
り
８
０
０

円
〜
１
万
１
千
円
（
活
動
内
容
に
よ
り

異
な
る
）

◆
加
入
区
分
な
ど
詳
し
く
は
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

☎
２

６-

５
７
８
２
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

く
）
▼
定
員
／
先
着
24
人
程
度
▼
内
容

／
健
康
づ
く
り
や
基
礎
調
理
の
講
話
と

調
理
実
習
お
よ
び
試
食
▼
持
ち
物
／
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
▼
費
用
／
１
千
円
（
材
料
費
、

保
険
料
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
４
月
３

日
㈭
〜
18
日
㈮
に
電
話
で
市
健
康
課
健

康
係
へ 

☎
２
４-

５
７
３
３

問 酒田市雇用創造協議会事務局 ☎43-8755

対象／市内企業に就職や転職を希望する方、または本市で創業
を希望する方（在職中で転職希望を含む） ▼定員／各セミナー先
着10人～20人程度 ▼申し込み／同協議会事務局へ ☎43-8755 
522-7522 Eメールsakata-koyou@bz04.plala.or.jp

求職者向けセミナー 開催日 時　間 内　容 申込締切

就活サポート
セミナー 4／17（木）

9：00
～15：00

今更聞けない履歴
書・職務経歴書の書
き方、模擬面接など

4／15
（火）

ビジネススキル
習得セミナー

4／21（月）
～22（火）
2日間
受講可能な方

言葉遣いや敬語、企
業訪問時や電話の
マナー、パソコンの
基礎など　

4／17
（木）

コミュニケーション
向上セミナー

4／24（木）
～25（金）
2日間
受講可能な方

人間関係を円滑に
するコミュニケー
ションとメンタル
力強化など

4／22
（火）

コンタクトセンター
就職支援セミナー

4／15（火）
～18（金）
4日間
受講可能な方

コンタクトセンタ
ーに就職するため
の必要なスキル全
般など　

4／11
（金）

仕事内容がわかる！
事務職実践セミナー

4／23（水）
～25（金）
3日間
受講可能な方

9：30
～15：30

事務職って何する
の？パソコン操作、
事務の仕事につい
て学ぶ　

4／21
(月）

都
市
計
画
係
へ
☎
２
６-

５
７
４
６（
予

算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

ー 

☎
３
３-

２
４
４
４
、
親
子
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン 

☎
２
６-

５
６
１
３
、
各
総

合
支
所
管
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
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緑
の
少
年
団
は
、
緑
と
触
れ
合
い
、

親
し
み
な
が
ら
緑
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
団
体
で
す
。

活
動
日
／
年
数
回
（
主
に
土
曜
・
日
曜

日
）
▼
対
象
／
小
学
４
年
〜
６
年
生
▼

内
容
／
森
林
教
室
、
野
外
活
動
、
宿
泊

体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
４
月
18
日
㈮
ま
で
市
農
林
水
産
課
水

産
林
務
係 

☎
２
６-

５
７
５
３
、
ま
た

は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
市
社
会
教

育
課
社
会
教
育
係
へ 

☎
２
４-

２
９

９
３ 酒

田
緑
の
少
年
団
団
員

日
時
／
４
月
21
日
㈪
〜
23
日
㈬
の
午
後

７
時
〜
９
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
シ
ア
タ
ー
Ｏ
Ｚ
の

音
響
照
明
機
器
を
今
後
利
用
す
る
予
定

で
、
こ
れ
ま
で
の
講
習
を
受
け
た
こ
と

が
な
く
、
３
日
間
全
て
受
講
で
き
る
方

▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興

課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
1

日
時
／
４
月
15
日
㈫
午
前
９
時
〜
11

時
、
５
月
12
日
㈪
の
午
後
７
時
〜
９

時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
／
高
校
生
以
上
▼
定
員
／

道路・河川・公園などの美化活動に参加しませんか

　市内の道路・河川・公園などの美化活動に協力いただける団体などを募集して
います。活動には下表の通り支援制度があります。自分たちのまちをよりきれい
で快適にするため、ご協力をお願いします。

事 業 名 対　象 支援内容 問い合わせ

マイロード
サポート事業

県が管理する道路の清掃、
除草（人力）、草刈り（機械）、
樹木剪

せん
定
てい

、機械歩道除雪な
どのうち、1項目以上を行
う団体

活動内容に応じた負担
金を交付（応募期限／
4月30日(水)の予定）

市土木課調整係
126-5467河川除草事業 県が管理する河川の堤防の

り面の草刈りを行う団体
草刈り面積に応じた委
託料を交付（応募期限
／4月23日（水））

ふるさとの川
アダプト事業

県が管理する河川や海岸区
域の清掃、除草、花の植栽な
どの活動で、活動延長200
㍍以上実施する団体

活動内容に応じた助成
金を交付（応募期限／
4月30日(水)の予定）

酒田市緑化・美
化ボランティア
支援制度

市内の道路、公園、河川など
の公共的区域の清掃、草刈
り、除草、花の植栽などを行
う団体または個人

活動に必要な用具など
の提供、ごみ収集、花
の種の支給、ボランテ
ィア保険加入など（随
時受け付け）

【登録】市まちづくり
推進課地域づくり係
126-5725

【保険、資材】
市都市計画課
公園緑地係
126-5745

【ごみ収集】
市環境衛生課
131-0933

　
音
楽
や
歌
を
楽
し
む
こ
と
を
目
標
に

昭
和
26
年
に
「
酒
田
音
楽
子
ど
も
会
」

と
し
て
誕
生
し
た
合
唱
団
で
す
。

活
動
日
時
／
毎
週
土
曜
日
の
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
市
内
の
小
中
学
生
▼
内

容
／
合
唱
練
習
、
定
期
演
奏
会
、
県
少

年
少
女
合
唱
祭
参
加
な
ど
▼
講
師
／

関
矢
順
氏
、
関
矢
基
博
氏
ほ
か
▼
費
用

【
初
級
・
中
級
】
対
象
／
初
心
者
、
初

級
修
了
者
▼
定
員
／
先
着
25
人

【
上
級
】
対
象
／
中
級
修
了
者
▼
定
員

／
先
着
10
人

【
共
通
】
日
時
／
５
月
28
日
〜
９
月
24

日
の
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
８
月

13
日
は
除
く
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
（
全
８
回
）
▼
場
所
／
平
田
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
▼
指
導
／
平
田

さ
し
こ
の
会
▼
費
用
／
無
料
（
材
料
は

各
自
準
備
）
▼
申
し
込
み
／
４
月
４
日

㈮
〜
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興

課
へ 

☎
５
２-

３
９
１
０

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会
参
加
者

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー

Ｏ
Ｚ
機
器
操
作
講
習
会
受
講
者

庄
内
刺
し
子
教
室
受
講
者

酒
田
マ
リ
ー
ン
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
団
員

／
年
会
費
５
千
円
、
月
会
費
１
千
円
、

制
服
代
別
途
▼
申
し
込
み
／
５
月
３
日

㈷
ま
で
年
会
費
を
添
え
て
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
、
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
へ 

☎
２
４-

２
９
９
３

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
５
月
１
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
▼
集
合
場
所
／
松
山
体
育
館
▼
定

員
／
先
着
10
人
▼
申
し
込
み
／
４
月
７

日
㈪
〜
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業
課
へ 

☎
６
２-

２
６
１
１

各
日
先
着
20
人
▼
持
ち
物
／
筆
記
用

具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用
／
５
１
０
円

▼
申
し
込
み
／
講
習
会
開
催
日
の
前

日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域

振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９

１
１
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集
会
日
時
／
主
に
水
曜
日
の
午
後
４
時

〜
６
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
高

校
へ
通
学
し
て
い
る
高
校
生
▼
内
容
／

幼
稚
園・保
育
園・福
祉
施
設
の
訪
問
、

募
金
活
動
、学
童
保
育
所
と
の
交
流
、使

用
済
み
切
手
の
回
収
、市
中
央
公
民
館

事
業
へ
の
協
力
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
随
時
。総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
内
、市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ 

☎
２
４-
２
９
９
３

◆
目
撃
！
名
画
が
生
ま
れ
る
舞
台
裏　

ア
ト
リ
エ
の
巨
匠
１
０
０
人 

南
川
三
治

郎
写
真
展﹇
４
月
14
日
㈪
ま
で
﹈ 

◆
安
野
光
雅 

旅
の
絵
本
の
世
界
展﹇
４

月
20
日
㈰
〜
６
月
１
日
㈰
﹈

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

◆
荘
司
登
美
子
88
歳
油
絵
個
展﹇
４
月

８
日
㈫
〜
14
日
㈪
﹈

◆
主
体
美
術
酒
田
作
家
展﹇
４
月
28
日

㈪
〜
５
月
４
日
㈷
﹈

◆
室
生
寺 

◆
戦
前
日
本 

土
門
拳
の
見

た
人
々
の
暮
ら
し﹇
４
月
６
日
㈰
ま

で
﹈

◆
第
20
回
酒
田
市
土
門
拳
文
化
賞
受
賞

作
品
展 

山
本
眞
弓「
風
の
民
」﹇
４
月
23

日
㈬
ま
で
﹈ 

◆
古
寺
巡
礼
と
っ
て
お
き
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
２ 

◆
日
本
名
匠
伝﹇
４
月
９
日
㈬
〜

７
月
13
日
㈰
）（
裏
表
紙
参
照
）

◆
ぼ
く
と
酒
田（
４
月
24
日
㈭
〜
７
月

13
日
㈰（
裏
表
紙
参
照
）

◆
写
心
会 

＂Hハ
ー

フ

a
l
f 

tト
ー

ン

ō
n
e
＂写

真
展﹇
４
月
５
日
㈯
〜
21
日
㈪
﹈

◆
ブ
ナ
の
声
２
０
１
４ 

斎
藤
政
広
写
真

展﹇
４
月
24
日
㈭
〜
５
月
12
日
㈪
﹈

◆
雛
を
彩
る
お
菓
子﹇
４
月
３
日
㈭
ま

で
﹈

◆
酒
田
大
地
震
と
新
潟
地
震﹇
４
月
８

日
㈫
〜
６
月
23
日
㈪
﹈（
裏
表
紙
参
照
）

◆
所
蔵
資
料
展「
明
治
の
人
々
は
何
を

読
ん
で
き
た
か
―
明
治
時
代
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
―
」﹇
５
月
11
日
㈰
ま
で
﹈

◆
ま
つ
や
ま
の
お
雛
様
―
酒
田
雛
街
道

―﹇
４
月
６
日
㈰
ま
で
﹈

◆
出
羽
松
山
の
武
具
甲
冑
展﹇
４
月
11

日
㈮
〜
６
月
22
日
㈰
﹈

◆
雛
祭
古
典
人
形
展
―
華
や
か
で
心
和

む
ひ
い
な
の
世
界
―
◆
酒
田
傘
福
展

（
池
之
端
休
憩
室
）﹇
４
月
７
日
㈪
ま
で
﹈

◆
応
挙・蕪
村・呉
春
―
四
条
派
の
形
成

―﹇
４
月
13
日
㈰
〜
５
月
27
日
㈫
﹈

◆
同
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク﹇
４
月

27
日
㈰
午
後
２
時
〜
﹈

◆
日
本
と
中
国
の
陶
磁
器﹇
４
月
12
日

㈯
〜
８
月
20
日
㈬
﹈

◆
湊
酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま﹇
４
月

３
日
㈭
ま
で
﹈

◆
庄
内
さ
し
こ
展﹇
４
月
10
日
㈭
〜
６

月
22
日
㈰
﹈

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀
笠

鉾
」と
酒
田
の
歴
史
文
化
展（
入
場
無
料
）

◆
湊
町
酒
田
の
傘
福
と
辻
村
寿
三
郎
作

「
さ
か
た
の
雛
あ
そ
び
」﹇
４
月
３
日
㈭

ま
で
﹈

◆
鶴
岡
シ
ル
ク
展
示
―
鶴
岡
中
央
高
校

シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
作
品
展
―
﹇
４
月
27

大
手
門
の一般
開
放
や
、松
山
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
城
下
町

歩
き
な
ど
、古
き
良
き
歴
史
に
触
れ
な
が

ら
、桜
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
４
月
19
日
㈯
、20
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
▼
場
所
／
松
山
歴
史

公
園
▼
内
容
／
①
松
山
城
大
手
門
２
階

か
ら
の
桜
の
鑑
賞 

②
よ
ろ
い
の
着
付
け

体
験 

③
茶
室「
翠
松
庵
」で
の
呈
茶 

④

城
下
町
歩
き「
ぶ
ら
り
古
地
図
探
訪
」

（
20
日
午
前
10
時
〜
正
午
の
み
開
催
。事

前
申
し
込
み
が
必
要
）▼
定
員
／
④
の

み
先
着
15
人
▼
費
用
／
①
〜
③
無
料
、

④
５
０
０
円
▼
申
し
込
み
／
①
〜
③
当

日
会
場
へ
、④
４
月
７
日
㈪
〜
17
日
㈭

に
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業
課
へ 

☎
６

２-
２
６
１
１

　
県
内
唯一の
城
郭
建
築
で
あ
る
松
山
城

花
の
城
下
町
「
ま
つ
や
ま
」
探
訪

鳥
海
南
麓
パ
ノ
ラ
マ
農
園
（
市
民

農
園
）
利
用
者
（
追
加
募
集
）

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
か
ざ
み
ど
り
」
会
員

催
　
し

展
　
示

使
用
期
間
／
４
月
29
日
〜
11
月
30
日
▼

場
所
／
山
楯
字
南
山
▼
募
集
内
容
／
１

区
画
50
平
方
㍍
。原
則一人
１
区
画
ま
で
。

空
き
区
画（
16
区
画
）が
な
く
な
る
ま
で

随
時
募
集
▼
年
間
使
用
料
／
５
千
円
▼

申
し
込
み
／
市
農
政
課
総
合
農
政
係 

☎
２
６-

５
７
９
２
、ま
た
は
平
田
総
合

支
所
建
設
産
業
課
産
業
係 
☎
５
２-

３

９
１
５
へ

☎
３
１-

０
０
９
５　

☎
３
１-

０
０
２
８　

☎
２
３-

１
９
１
１　

☎
２
４-

６
５
４
４　

☎
２
２-

０
５
５
１　

☎
６
２-

２
６
３
２　

☎
２
４-

４
３
１
１　

☎
２
２-

１
２
２
３　

☎
２
２-

０
１
４
６　

 

酒
田
市
美
術
館

土
門
拳
記
念
館

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

酒
田
市
立
資
料
館

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

松
山
文
化
伝
承
館

本
間
美
術
館

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

山
王
く
ら
ぶ

会
期
中
無
休（
４
月
１５
日
㈫
〜
１９
日
㈯

は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
）

会
期
中
無
休（
４
月
７
日
㈪・８
日
㈫

は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
）

水
曜
日
休
館

会
期
中
無
休

月
曜
日
・
祝
日
休
館

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）休
館
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【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

◆
町
屋
の
名
雛
飾
り
八
段
と
古
傘
福・

庄
内
押
絵﹇
４
月
７
日
㈪
ま
で（
期
間
中

無
休
）﹈

◆
武
者
人
形
と
男
の
晴
着﹇
４
月
25
日

㈮
〜
６
月
１
日
㈰
﹈

日
㈰
〜
５
月
31
日
㈯
﹈

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

日
時
／
４
月
23
日
㈬
午
後
４
時
〜
７
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。申
し
込
み
時
に

相
談
の
概
要
と
住
所
、氏
名
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）▼

日
時
／
４
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
▼
相
談
員
／
東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼

申
し
込
み
／
東
海
林
法
律
事
務
所
へ 

☎
０
３-

６
３
８
０-

６
１
０
５

日
時
／
５
月
３
日
㈷
午
後
１
時
30
分
〜

４
時（
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）▼
場
所

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
集
団

予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た
方
と

そ
の
家
族
▼
内
容
／
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
救
済
や
手
続
き
に
つ
い

て
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
▼
相
談
者

／
弁
護
士
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
へ 

☎
０
２
５-

２
２
３-

１
１
３
０（
当
日
受

け
付
け
も
可
）

◆
個
別
相
談
は
事
前
申
し
込
み
の
方
が

優
先
で
す
。

相
談
員
／
海
野
寛
康
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
４
月
８
日
㈫
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７

２
６

無
料
法
律
相
談

ひ
ら
た
無
料
法
律
相
談

相
　
談

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
説
明
会
、個
別

相
談
会

☎
２
１-

２
３
１
０　

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 
相
馬
樓

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

水
曜
日
休
館

金
曜
〜
日
曜
日
開
館

◆
阿
部
テ
イ
子
和
紙
人
形
展「
和
紙
あ

そ
び
」﹇
４
月
３
日
㈭
ま
で
﹈

◆
端
午
の
節
句・酒
田
凧
展﹇
４
月
７
日

㈪
〜
５
月
11
日
㈰
﹈ ☎

２
２-

５
０
０
１　

旧
鐙
屋

 酒田市休日診療所 4月の診療日  親子ふれあいサロンへどうぞ 【4月の予定】
期 日 時 間 内　容 対象・定員 申し込み

4／14（月）10:30～
12：00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童と
保護者 当日会場へ

4／16（水） 10:30～
11：00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

4／23（水）
～5／2（金）

（土曜・日曜
日、祝日を除
く）

11：00～
11：20

「プレイランド」
こいのぼり作り
◆参加人数によって内容を
変更する場合があります。

問  交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

4月の診療日は、6日（日）、13日（日）、20日（日）、27日
（日）、29日（祝）です。

※急病や軽いけがのときにおいでください※小児科医による診療は日中のみです
※保険証を忘れずにお持ちください

眠れない…は 心のSOS
【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733　　　　　　　　　平田総合支所地域振興課 ☎52‐3911
八幡総合支所地域振興課 ☎64‐3113　　庄内保健所地域保健福祉課
松山総合支所地域振興課 ☎62‐2611　　☎0235‐66‐4931

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分（ただし、
午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます） 【夜間】午後5時30分～8
時30分 ▼場所／船場町二丁目1-31 市民健康センター別館 ▼電話／21-5225

（受付時間中のみ） ▼平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

は ん こ た ん な庄内広域広報

一人で悩まず相談を

日時／4月11日（金）、13日（日）の午前10
時～午後2時 ▼場所／しらい自然館 ▼

対象／一般 ▼定員／各回先着20人 ▼

持ち物／エプロン、タオルなど ▼費用
／2,000円 ▼申し込み／実施日の1週
間前までしらい自然館へ ☎72-2069 
◆自分で巻いた笹巻きは持ち帰りで
きます。

日時／4月26日（土）～27日（日）の午
前11時～午後4時 ▼場所／楯山公園

▼内容／ニシン・庄内豚あぶり、売店、
庄内グラウンドゴルフ大会、庄内カラ
オケ大会ほか ▼前売り券／1,000円

（ニシンまたは庄内豚あぶり、飲み物、
抽選券、買い物券100円付き）
問庄内町観光協会 ☎42-2922

日時／4月19日（土）～20日（日）の午前10時～
午後4時 ▼場所／松ヶ岡開墾場 ▼内容／ガラ
ス・木工などの作品展示販売、羽黒高校生徒に
よるパフォーマンス、鶴岡シルク織物によるウ
ェディングドレス展示、地元食の販売など
◆鶴岡市羽黒庁舎～会場間シャトルバスが出
ます（始発は午前9時45分発）。
問同実行委員会事務局 ☎0235-62-2888

しらい自然館おもしろ自然塾
笹巻き体験教室

庄内クラフトフェアＩ
イン
Ｎ

松ヶ岡＆松ヶ岡桜まつり 楯山公園桜まつり

遊 佐 町 鶴 岡 市 庄 内 町
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資格／現に同居または同居しようとする親族がいて
公営住宅法に適合する方▶家賃／所得に応じて▶入
居時期／6月上旬▶申し込み／4月7日（月）～11日

（金）の午前10時～午後5時に県営住宅指定管理者西
王不動産（庄内総合支庁内）へ ☎0235-66-3210

採用予定日／平成27年4月1日▶受験資格／昭和59
年4月2日～平成5年4月1日に生まれた方、平成5年4月
2日以降に生まれた方で大学を卒業した方または平成
27年3月までに卒業見込みの方▶一次試験日／6月8日

（日）▶申し込み／4月1日（火）午前9時～14日（月）ま
で人事院インターネット申込専用アドレス（http://
www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）から申し込
んでください
◆詳しくは仙台国税局人事第二課へ ☎022-263-1111。

日時・場所／4月12日（土）午前10時～午後0時30分・
霞城セントラル（山形市）、4月19日（土）午前10時～午
後0時30分・山形大学農学部（鶴岡市）▶対象／青年海
外協力隊（20歳～39歳）およびシニア海外ボランティア

（40歳～69歳）の活動に興味がある方
問 J

ジャイカ
ICA東北ボランティア担当 ☎022-223-4772

日時／4月19日（土）午後1時30分～3時▶場所／総合
文化センター▶内容／気仙沼市本吉病院院長・元プ
ロボクサー 川島実氏の講演「被災地に寄り添って」▶
費用／無料▶申し込み／当日会場へ
問 酒田ユネスコ協会、地主 ☎31-3160

　消防法令では、危険物取扱者・消防設備士免状に貼
付される写真は、10年以内に撮影されたものでなけれ
ばなりません。まだ写真の書き換え申請をしていない方
は、速やかに手続きをしてください。
問 消防試験研究センター山形県支部 ☎023-631-0761

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8:30～17:15
（12：00～13：00を除く）

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金に関する相談窓口

月～金曜日／8:30～17:15 
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課

［相談専用電話］023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

8日（火）、22日(火)／
9:30～12:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(木)、21日(月)／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

人権相談（人権擁
護委員駐在日） 月・木曜日／9:00～16:00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

1日(火)、15日(火)／
13:30～15:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(木)、21日(月)／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

女性のための相談 月～金曜日／9:00～16:00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9:00～16:00
山形県交通事故相談所庄内支所

（庄内総合支庁内）電話相談可。
無料弁護士相談もあります。
☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教育相談
室70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／9：30～16：30 中町庁舎4階、市青少年指導セン
ター  ☎24-2901

心配ごと相談 1日(火)、15日(火)／
9：00～12：0０

地域福祉センター（新橋二丁目
1-19） ☎23-5765

高齢者相談

［生活・福祉等］月曜～金曜日
／9：00～17：00［法律］月曜
日、［税金］偶数月第1水曜日、

［ 認 知 症 ］火 曜・金 曜 日 ／
13：30～16：00

山形県社会福祉協議会高齢者総
合相談センター
☎023-622-6511

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援センター庄
内プラザ（産業会館1階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保
険労務士駐在日） 金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5491

再就職の雇用相談
窓口 月～金曜日／9：00～17：00 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5499

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

女性の健康相談 23日(水)／
15:30～16:30（要予約）

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

精神保健福祉相談
7日(月)／13:30～15:30

（要予約）
◆次回5月1日（木）

庄内保健所酒田出張所（若浜コ
ミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

ひきこもり相談 22日(火)／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、B型
肝炎およびC型肝
炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：30～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

◎4月の各種相談　　ひとりで悩まずにご相談ください。

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分
川南1号 若宮町二丁目　 1 一般用
川南2号 若宮町二丁目　 2 一般用、一般用(単身可)
川南3号 若宮町二丁目　 2 一般用

県営住宅4月募集

国税専門官（国家公務員）採用試験のお知らせ

危険物取扱者・消防設備士免状の貼付写真の
書き換え申請はお済みですか

青年海外協力隊等ボランティア募集説明会

酒田ユネスコ協会講演会

20



日時／4月13日（日）午前9時30分～（雨天決行）▶集合／
八森温泉ゆりんこ駐車場▶場所／八森自然公園▶対象
／どなたでも▶定員／先着20人▶講師／鳥海高原家族
旅行村自然管理人 斎藤利孝氏▶持ち物／観察会に適し
た服装、雨具など▶費用／1,500円（ガイド料、昼食代、ゆ
りんこ入浴券）▶申し込み／4月10日（木）まで八森温泉ゆ
りんこへ ☎64-2001

日時／5月3日（祝）午前7時～午後3時（雨天決行）▶集
合場所／元田沢地区薬師神社本殿（田沢）▶対象／小
学生以上（小学3年生以下は保護者同伴）▶持ち物／
雨具、昼食、飲み物など▶申し込み／4月21日（月）ま
で胎蔵ロマン会、岩間 ☎54-2766

日時／4月27日（日）午前10時～午後1時▶集合場所
／鳥海高原家族旅行村▶対象／どなたでも▶定員／
先着20人▶講師／鳥海高原家族旅行村自然管理人 
斎藤利孝氏▶費用／1,700円（ガイド指導料、昼食代、
鳥海山荘入浴券代含む）▶申し込み／4月23日（水）ま
で同旅行村へ ☎64-4111
◆八幡タウンセンターからの送迎を希望する方は、事
前に申し込んでください。

日時／4月9日～30日の毎週水曜日午後7時～8時30分
▶場所／八森自然公園ゴルフ練習場（市条）▶対象／
本市および遊佐町在住の方▶講師／同ゴルフ場指導
員▶費用／1,000円（保険料含む。ボール代は別途）▶
申し込み／4月6日（日）まで八森自然公園へ ☎64-3083

【名作映画鑑賞会】期日・内容／4月9日（水）・「明日への遺
言」、4月20日（日）・「マラソンマン」、4月23日（水）・「男はつ
らいよ」▶時間／午後1時30分～▶費用／無料 【うたご
え喫茶】日時／4月14日（月）午後7時～▶費用／400円
問 すまいる ☎52-3130

日時／4月13日～6月29日の日曜日（4月27日、5月4日、6
月1日、22日を除く）午前10時～正午（全8回）▶場所／
交流ひろば▶対象／本市在住または勤務先のある外
国出身の方▶定員／先着10人▶費用／800円（教材費）
▶内容／日本語の会話をグループで学習する▶申し込
み／4月10日（木）まで日本語学習支援ボランティア「べ
にばな会」事務局へ ☎26-5615 526-5617 Ｅメール
kokusai@city.sakata.lg.jp

日時／4月20日（日）午前9時～午後2時▶集合場所／
ひらた生涯学習センター▶対象／小学生以上（小学1
年～2年生は保護者同伴）▶定員／先着100人▶持ち
物／昼食、飲み物、登山に適した服装など▶費用／大
人1,000円（バス代、保険料など）、高校生以下無料▶
申し込み／4月10日（木）（土曜・日曜日除く）までに東
陽コミュニティ振興会へ ☎54-2292

日時／4月20日（日）午前8時～午後3時▶場所／陸上
自衛隊神町駐屯地（東根市）（当日は一般開放）▶内容
／観閲式、観閲行進、訓練展示、音楽演奏、戦車などの
体験搭乗、装備品展示、各種アトラクション、南東北3
県の観光PR・物産展示即売、B級グルメ売店など
問 第6師団司令部広報室 ☎0237-48-1151

日時／4月12日（土）～20日（日）午前10時～午後3時 ▼

場所／山王森梅林（下日枝神社境内） ▼内容／山王森
の緑を育てる会による梅林の案内と梅酒、梅ジュース
などのサービス、だんごなどの販売（土曜・日曜日のみ）
問山王森の緑を育てる会事務局 ☎23-9619

　酒田の良さを伝える観光ガイドをしてみませんか。おも
てなしの心で、お客様を迎える有意義な楽しい活動です。
問酒田駅観光案内所 ☎24-2454

場所／ひらたタウンセンター▶内容／全く初めての方
向け。ワード・エクセル各コースあり（全5回）▶費用／
3,000円（資料代、初回の方は4,000円）▶申し込み／
すまいる、齋藤 ☎070-6617-3402

すまいる「楽しいパソコン教室」4月生募集

●お詫びと訂正
　本紙3月17日号の「鳥海山前ノ川釣り大会」の記事にお
いて、記載内容に誤りがありました。お詫びして訂正します。
誤／小学生1,000円　→　正／小学生1,500円

八森自然公園カタクリ観察会参加者募集

新緑の十二滝・経ケ蔵ツアー参加者募集

イワウチワ・ショウジョウバカマ観察会参加者募集

胎蔵山春祭り登山参加者募集

第6師団創立52周年 神町駐屯地創立58周年記念行事

山王森梅まつりへどうぞ

酒田市観光ガイド協会会員募集

ひらたタウンセンター すまいるの催し

もう一度初心者からやってみよう
ゴルフ初心者教室参加者募集

日本語日曜グループ学習参加者募集
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歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　私が部長を務める和太
鼓部「W

ウ ィ ン ド
-ind」は、地域

の祭りやイベントでの公
演など、地域に根差した
活動を行っています。
　3月2日、地域の方や指導者、家族など、お世話になっ
ている方々に対して、日頃の感謝の気持ちを伝える「春
の大発表会」を開催しました。来場した方々からは「楽
しかった」「元気をもらった」など、うれしい言葉をいた
だきました。
　地域に開かれた大学である公益大には、授業では学べ
ないことを地域から学ぶ機会が多くあります。しかしな
がら、地域の方からは「学生にもっと地域と関わってほ
しい」という声も聞かれ、学生の地域での活動はまだま
だ不十分です。私たちはこれからも「W-ind」の活動を
通じ、積極的に地域と関わっていきたいと思います。

 

「
商
品
が
届
か
な
い
」「
相
手
と

連
絡
が
取
れ
な
い
」「
模
倣
品
が

届
い
た
」「
注
文
し
た
商
品
と
違

う
も
の
が
届
い
た
」
と
い
う
相
談

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用

し
た
方
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は

サ
イ
ト
上
の
広
告
し
か
判
断
材
料

が
あ
り
ま
せ
ん
。
値
段
が
安
い
こ

と
だ
け
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、

次
の
よ
う
な
サ
イ
ト
か
ら
の
購
入

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
払
方
法
が
代
金
前
払
い
の
み

で
、
振
込
先
の
口
座
名
義
が
個
人

名
に
な
っ
て
い
る

●
連
絡
先
が
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
し

か
な
い

●
日
本
語
表
記
が
不
自
然
で
あ
る 

●
定
価
と
比
べ
あ
ま
り
に
値
段
が

安
す
ぎ
る

●
引
き
渡
し
時
期
が
曖
昧

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
大
変

便
利
で
す
が
、
顔
の
見
え
な
い
相

手
と
の
取
引
で
す
。
購
入
す
る
前

に
、
表
示
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
の

情
報
を
よ
く
見
て
慎
重
に
判
断
し

ま
し
ょ
う
。

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館　☎24-2996
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授業では学べないことを地域から学ぶ
田中井 晶帆（3年）

　
市
内
に
は
多
く
の
歴
史
的
建
造

物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
本
間
家

旧
本
邸
と
そ
の
別
荘
で
あ
っ
た

清せ
い
え
ん
か
く

遠
閣
、
松
山
城
大
手
門
、
山
居

倉
庫
、
相
馬
樓ろ

う
や
山
王
く
ら
ぶ
な

ど
の
料
亭
建
築
、
精せ

い
緻ち

な
彫
刻
に

彩
ら
れ
た
寺
社
建
築
、
旧
鐙
屋
に

代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
町
家
建
築
、

見
事
な
鏝こ

て
絵
で
装
飾
さ
れ
た
土
蔵
、

茅か
や
ぶ
き葺

屋
根
が
珍
し
い
旧
阿
部
家
、

木
組
が
美
し
い
農
家
の
稲
倉
、
大

正
・
昭
和
期
の
洋
風
建
築
な
ど
な

ど
。
地
震
や
火
災
、
戦
争
を
か
い

く
ぐ
っ
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
た

酒
田
な
ら
で
は
の
風
景
で
す
。

　
中
で
も
街
歩
き
で
目
を
引
く
の

は
、
京
風
の
格
子
窓
が
あ
る
町
家
、

よ
く
よ
く
見
る
と
組く

み
子こ

や
腰こ

し
な
げ
し

長
押

の
部
材
な
ど
に
赤

い
塗
料
が
残
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

北
国
の
港
町
酒

田
に
は
黒
い
板
塀

が
連
な
る
地
味
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
な
か
な

か
ど
う
し
て
赤
と
黒
で
彩
ら
れ
た

粋
な
町
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
末
期
に
描
か
れ
た
、
市
指

定
文
化
財「
大お

す

わ

り

壽
和
里
大
祭
事（
酒

井
侯
御ご

安あ
ん
ど堵

祝
宴
図
）」（
下
内
町

自
治
会
所
有
の
寒
道
幕
）に
は
、

当
時
の
酒
田
の
町
並
み
と
、三さ

ん
ぽ
う方

領り
ょ
う
ち知

替が
え

が
沙
汰
や
み
に
な
っ
た
こ

と
を
祝
う
人
々
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
、幕
の
左
端
、奉
行
所
を
ぐ
る

り
と
囲
む
築つ

い
じ地

塀べ
い

の
漆し

っ
く
い喰

は
鮮
や

か
な
紅
色
に
染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
で
も
神
社
や
料
亭
建
築
、

町
家
や
稲
倉
な
ど
の
木
部
に
赤
い

塗
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
往
時
の
華
や
か
さ
を
偲し

の
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
春
到
来
。
花
を
愛め

で
つ
つ
、
街

の
あ
ち
こ
ち
に
歴
史
を
探
す
さ
ん

ぽ
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
 花
はな
残
のこり
月
づき
のさんぽ 

柱・梁・壁のコントラストが美しい稲倉

◆
今
回
で
さ
か
た
歴
史
さ
ん
ぽ
は
終
了
し
ま
す
。

赤
と
黒
の
ま
ち

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

ト
ラ
ブ
ル
増
加
中

60
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今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館　☎24-2996

vol.12支店長代理
齋藤 純 さん

株式会社 青南商事 酒田支店

徹
底
し
て
資
源
を
無
駄
な
く
生
か
す

　
当
社
は
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
自
動
車
解

体
、
廃
棄
物
処
理
を
基
幹
と
し
た
総
合
リ

サ
イ
ク
ル
企
業
で
す
。
東
北
各
県
に
あ
る

支
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
回
収
か

ら
最
終
処
分
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
完
結

で
き
る
の
が
最
大
の
特
長
で
す
。

　
酒
田
北
港
に
面
し
た
酒
田
支
店
で
は
、

県
内
外
か
ら
回
収
さ
れ
た
廃
自
動
車
や
廃

金
属
品
の
中
間
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
廃
自
動
車
は
、
併
設
の
専
用
工

場
「
ア
ル
ト
レ
ッ
ク
」
で
分
解
し
、
法
律

で
処
理
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は

適
正
処
理
し
、
中
古
部
品
と
し
て
再
利
用

で
き
る
も
の
は
販
売
し
ま
す
。
そ
の
後
、

大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
10
㌢
以
下
に
破
砕

し
、
分
別
ラ
イ
ン
で
磁
力
や
風
力
、
金
属

セ
ン
サ
ー
、
最
後
は
人
の
手
に
よ
り
、
種

類
ご
と
に
分
別
し
て
い
き
ま
す
。

　
分
別
し
た
鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
な
ど
の
金

属
は
再
生
素
材
と
し
て
出
荷
し
、
中
間
処

理
で
発
生
し
た
残ざ

ん

渣さ

（
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ

ス
ト
）
は
、
青
森
県
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で

処
理
す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
国
の

目
標
で
あ
る
95
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
な
く
生
か
し
、

高
品
質
の
再
生
素
材
を
生
み
出
す
た
め
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
重
機
操

作
な
ど
必
要
な
技
能
・
資
格
の
習
得
は
当

社
で
全
て
支
援
し
ま
す
。
何
事
も
「
徹
底

し
て
や
る
」
の
が
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　ぼくの家には、母の弟の「ぐうちゃん」がいる。
世界中を旅してきたぐうちゃんの話は信じられな
いような「ほら話」ばかりだけど、とても面白く
て…。光村図書の国語教科書（中学2年）に収録さ
れた同名短編をベースにした作品です。

山
形
県
内
で
は
唯
一
の
１
千
５
０
０

馬
力
の
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
。
破
砕

は
プ
レ
、
メ
イ
ン
と
２
回
行
い
ま
す
。大型シュレッダー専用岸壁からの輸出

　こどもが1人、タイヤが2つ、かたつむりが
3匹、あわが4つ…。1から10までの数字が登場。
ページがデコボコになっているので、赤ちゃ
んがさわって感じながら絵本を楽しめます。

　出羽大橋の開通に伴い姿を消した宮野浦渡
船。その渡し場をライフワークとして撮り続
けた著者の写真集。最上川の厳しい自然と闘
ってきた地域の人びとの姿や、渡し場が無く
なる直前の様子などが写し撮られています。

アイスプラネット
椎名誠／著
講談社

宮野浦渡船場 白畑晋写真集
白畑晋／編著
東北出版企画

かずをかぞえよう！
グザビエ・ドウヌ／作

小学館

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

工
場
裏
手
に
あ
る
当
社
専
用
岸
壁
か

ら
鉄
材
を
直
接
輸
出
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
港
湾
一
体
型
の

再
生
工
場
で
す
。

酒田支店・酒田工場

【企業の概要】
 沿　　革   昭和30年 安東商会として弘前市取上にて創業、昭和

47年 株式会社青南商事へ組織変更、平成17年 酒田支
店・酒田工場開設、平成23年 天童工場を開設

 商　　号  株式会社 青南商事
 資 本 金  9,800万円
 ◎酒田支店
 住　　所  酒田市宮海字南浜1-101 ☎35-0180
 代 表 者  酒田支店長 庄司 政宏
 従業員数  43人
 事業内容  金属スクラップ、自動車解体、廃棄物処理
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.seinan-group.co.jp/
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A

昔
な
が
ら
の
酒
田
の
味 

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

ワン
ポイント

食生活改善推進員からの

　
孟
宗（
タ
ケ
ノ
コ
）は
、孟
宗
汁
を
は
じ

め
木
の
芽
あ
え
、刺
身
、田
楽
、焼
筍
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が
あ
り
ま
す
。
新

鮮
な
タ
ケ
ノ
コ
が
出
回
る
時
季
に
、
庄

内
の
春
の
味
覚
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【作りかた】
① 生のタケノコは下処理を

し、穂先はくし切り、軸は
いちょう切りにする。干し
シイタケは水で戻す。

② ニンジンは食べやすい大
きさに乱切りにし、厚揚げ
と板こんにゃくは三角に切る。

③ サヤエンドウはすじを取ってからゆで、斜め半分に切る。
④ ①と②をＡで煮て、③のサヤエンドウを飾る。

孟宗の煮物

みそ味でもおいしくいただけます。

思い出のまち 24
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【材料】4人分
・孟宗（タケノコ） ···300㌘
・干しシイタケ ··········4枚
・ニンジン ··············100㌘
・厚揚げ ··················150㌘
・板こんにゃく ······100㌘
・サヤエンドウ ············8枚

・だし汁 ················· 500cc
(干しシイタケの戻し汁+水)
・砂糖 ·················· 大さじ1
・酒 ·················大さじ1／2
・しょうゆ ············· 大さじ2

優
勝
し
て
期
待
に
応
え
た
い

 

「
近
年
、
上
位
入
賞
は
し
て
い
る
も
の
の
、

や
っ
ぱ
り
優
勝
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
た
い
」
と
語
る
の
は
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
か
ら
酒
田
飽
海
チ
ー
ム

の
監
督
を
務
め
て
い
る
阿
部
さ
ん
。

　
３
日
間
で
県
内
を
縦
断
す
る
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
は
合
計
28
区
間
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
す
。
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
は
補
欠

を
含
め
25
人
の
選
手
で
編
成
さ
れ
ま
す
。

 

「
日
頃
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
声
を
掛
け

て
も
ら
う
と
う
れ
し
い
し
、
選
手
が
勤
め

る
企
業
な
ど
が
練
習
や
大
会
に
快
く
送
り

出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
選

手
に
け
が
は
付
き
も
の
で
す
。
大
会
３
日

が
、
中
学
２
年
生
の
時
に
担
任
で
陸
上
を

教
え
て
い
た
阿
部
節
子
先
生
に
勧
め
ら
れ

て
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
ま
し
た
。
前
か

ら
長
距
離
走
は
速
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

さ
ら
に
走
る
こ
と
へ
の
向
上
心
が
増
し
た

そ
う
で
す
。
高
校
１
年
の
と
き
酒
田
飽
海

チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
選
ば
れ
、
県
縦
断

駅
伝
に
は
通
算
し
て
11
回
出
場
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
学
業
・
仕
事
と
競
技

の
両
立
の
難
し
さ
に
も
理
解
を
示
し
ま
す
。

若
い
力
に
期
待

　
チ
ー
ム
力
の
維
持
に
は
練
習
の
他
に
も

苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
「
チ
ー
ム
を
強
く
す
る
に
は
外
か
ら
選
手

を
起
用
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
は

地
元
選
手
の
育
成
を
基
本
と
し
、
10
年
前

位
か
ら
高
校
生
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
強
化
、
育

成
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
、

今
ま
で
積
み
重
ね
た
花
が
開
く
よ
う
に
な

る
時
期
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
颯さ
っ
そ
う爽

た
る
雄
姿
の
阿
部
さ
ん
か
ら
は
大

会
に
臨
む
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

阿部 亮 さん（宮野浦二丁目）
山形県縦断駅伝競走大会酒田飽海チーム監督

間
の
選
手
の
配
置
は

な
か
な
か
思
い
通
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
」

と
監
督
の
苦
労
も
の

ぞ
か
せ
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
も
と

も
と
野
球
部
で
し
た

Abe Ryo

　
県
内
の
各
チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
削
る
山

形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
は
４
月
27
日
㈰

～
29
日
㈷
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
に
多
く
の
皆
さ
ん
の

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　昭和41年4月、本市は農業の機械化と協
業化を図るため農業構造改善事業（酒田方
式）により共同利用トラクター50台を一
斉に導入しました。
　写真は、田植え前の春耕作業で、北平田
地区利用組合に導入されたトラクターを関
係者が取り囲んでいる様子。

酒田方式トラクター導入

◆今回でフォトギャラリーは終了します。今までご
愛読ありがとうございました。

▲酒田南高校でも陸上の指導に当たる阿部さん

24



　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者
の

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
保
健・医
療・福
祉・

介
護
な
ど
幅
広
く
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
て
、
介
護
認

定
を
受
け
る
手
続
き
の
手
伝
い
や
、
必
要
に

応
じ
て
個
人
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

を
行
い
ま
す
。そ
の
他
、高
齢
者
に
対
す
る
虐

待
の
防
止
・
早
期
発
見
な
ど
の
権
利
擁
護
に

関
す
る
こ
と
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
支

援
な
ど
も
行
い
ま
す
。

 　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
下
記
の
通

り
市
内
10
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

78

60

　
待
ち
に
待
っ
た
春
の
到
来
で
す
。

 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
格
好
良
く
自
転

車
に
乗
り
た
い
」
と
ケ
ン
ち
ゃ
ん
は
、
お

父
さ
ん
と
自
転
車
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

補
助
輪
付
き
だ
と
、
安
心
し
て
漕こ

げ
る
の

で
す
が
、
外
す
と
ど
う
も
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。
お
父
さ
ん
が
自
転
車
の
後
ろ
を
支

え
て
く
れ
ま
す
。で
も
ケ
ン
ち
ゃ
ん
は
お
っ

か
な
び
っ
く
り
。
何
度
か
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
、
お
父
さ
ん
は
腰
が
痛
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
つ
い
「
も
っ
と
強
く
蹴
っ

て
」「
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
出
さ
な
く
ち
ゃ
」

と
声
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
ケ
ン
ち
ゃ
ん
は
、「
も
う
、

い
い
」「
も
う
乗
ら
な
い
」
と
投
げ
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。「
何
で
す
ぐ
諦
め
る

ん
だ
」「
ほ
ら
練
習
し
よ
う
」。で
も
そ
の
声

は
ケ
ン
ち
ゃ
ん
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

　
大
阪
府
堺
市
の
「
必
ず
笑
顔
に
し
て
み

せ
ま
す
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
自
転
車
教
室
を

ず
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
所

に
直
接
来
て
も
ら
っ
て
も
結
構
で
す
し
、
希

望
に
応
じ
て
職
員
が
自
宅
へ
出
向
い
て
話
を

伺
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
の
か
、
本
人
や
家
族
の
要
望
や
生

活
の
様
子
も
確
認
し
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
は
、
認
知
症
の
理
解
を
広
め
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
民
生
委
員

な
ど
と
協
力
し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支

え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
親
の
指
導
で
は
自

転
車
に
乗
れ
な
い
子
が
、
定
年
退
職
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
で
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
話
で
す
。
親
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
の
喜

ぶ
顔
が
見
た
い
と
い
う
思
い
は
同
じ
は
ず

で
す
が
、
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
と
つ
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
の
は
、
指

導
員
は
自
転
車
を
押
す
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
の
背
中
に
手
の
ひ
ら
を
当
て
支
え
な

が
ら
、
伴
走
す
る
の
で
す
。
背
中
に
触
れ

て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
ふ
ら
つ
き
ま
す
。

子
ど
も
が
転
べ
ば
、
指
導
員
も
転
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
子
ど
も
は
何
度
も

挑
戦
し
ま
す
。

　
き
っ
と
大
人
の
大
き
な
手
の
支
え
と
そ

の
肌
の
温
も
り
か
ら
く
る
安
心
感
が
、
乗

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

促
す
の
で
し
ょ
う
。一
人
で
乗
れ
た
時
の
子

ど
も
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６︲

５
７
３
５

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も
り

●お問い合わせ／市介護保険課予防支援係 ☎26-5755

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

高
齢
者
の
身
近
な
相
談
窓
口

ど
の
よ
う
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
？

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
れ
る
の
？

酒田市地域包括支援センター
（対象地域 小学校区） 電話番号

なかまち（琢成、松陵） 23-5591
にいだ（浜田、若浜、飛島） 22-2640
はくちょう（亀ケ崎、松原） 21-0818
あけぼの（富士見、泉） 26-7789
かわみなみ

（浜中、黒森、十坂、宮野浦、新堀、広野） 92-3451

ほくぶ（南遊佐、鳥海、西荒瀬） 28-2002
ひがし（平田） 94-2470
やわた（一條、八幡） 64-3777
まつやま（松山、内郷、地見興屋） 61-4033
ひらた（南平田、田沢） 52-3895
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酒田港と釜山港を結ぶ国際コンテナ航路が週3便に。酒田港の活性化がさまざまな分野の活性化へつながることを期待（す）　▶統合される小学校・中学校。地
域の皆さんに見守られ、新しい学校にも子どもたちの笑顔があふれるように（ま）　▶風に乗って空高くあがる勇壮な酒田凧。凧あげ大会で上手にあがった時の
子どもの笑顔に、私も笑顔（お）　▶東日本大震災が起きてから、4回目の4月。「忘れない」も大切だけど、「知らない」ことがまだまだたくさんあります（み）

　酒田港と韓国・釜山港を結ぶ定期コンテナ航路が新たに開設
され週3便になりました。新航路のコンテナ船が初めて酒田港
に就航したことを記念して就航式が行われました。新航路の輸
出の場合は金曜日に酒田港を出港し日曜日に釜山に到着。輸入
は釜山から釜山新港、富山新港、直江津を経由して酒田港に到
着します。
運行・新規船社／長

チャングム
錦商船株式会社（本社 韓国ソウル）▶就航船舶／

K
カ リ ス
HARIS V

ビ ー ナ ス
ENUS（総トン数3,994トン、積載能力338TEU（20フィートコ

ンテナ換算））

国際定期コンテナ航路
週3便に

3
14

　第20回土門拳文化賞授賞式が土門拳記念館で行われ
ました。この賞は平成6年に写真文化・写真芸術振興の
ため創設されたもので、この日は選考委員や関係者が見
守る中、受賞者に賞状や賞

しょう
牌
はい
などが贈られました。受

賞作品は4月23日（水）まで同館に展示されます。

土門拳文化賞
授賞式

3
23

　平成26年度から統合される小中学校の
閉校式がそれぞれの学校で行われました。
式には大勢の地域住民や関係者が出席し、
学校の思い出や歴史を振り返っていました。
　東部中学校の開校式は4月3日（木）午後2
時から、亀ケ崎小学校の開校式は4月4日
（金）午後2時から行われます。

思い出を胸に（松山中・飛鳥中・
亀城小・港南小閉校式）

3
21、22、23

　第58回酒田マリーンジュニア
合唱団の定期演奏会が総合文化セ
ンターで行われ、童謡メドレーな
どを披露しました。会場には市民
や関係者など約200人が訪れ、き
れいな歌声に聞き入っていました。

きれいな歌声を
披露

3
21

▲松山中学校閉校式

▲亀城小学校閉校式

▲飛鳥中学校閉校式

▲港南小学校閉校式
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　3月9日（日）、酒田市地域福祉センター
で東日本大震災追悼の集いが開催され、本
市に避難されている方々と市民約80人が
参加しました。震災で犠牲になられた方々
に黙とうをささげ、本間市長の追悼のこと
ばの後、講演と活動報告、ミニコンサート、
参加者同士の交流懇談会が行われました。

東日本大震災を
忘れない

3
9

　日本でも有数の古い歴史
をもつ酒田海洋少年団の一
日体験入団が総合文化セン
ターで行われました。体験
に参加した子どもたちは、
えび結び、もやい結びなど
のロープの結び方を教わり、
会場のあちこちから「でき
た！」という歓声が上がっ
ていました。

もやい結びが
できた

2
23

　2月22日からスタートした酒田雛街道。市内の主
要観光施設や商店街などで江戸時代初期からのひな
人形や傘福などが展示されました。写真は山王くら
ぶ「湊町酒田の傘福」展示のテープカットと清亀園
の「酒田の古傘福と古典人形」展示の様子。

「酒田雛街道」
傘福の展示

2
22

　酒田ライオンズクラブから新入学児童の事故
防止に役立ててほしいと、ランドセルカバー
850枚が寄贈されました。蛍光性、防水性の素
材で作られた黄緑色のランドセルカバーは市内
の学校を通して新入学児童に贈られます。

新入学児童に
ランドセルカバー

3
2

 「災害時における飲料水の提供及び防災機能付自動販売機の設置に
関する協定書」を本市と株式会社 伊藤園で締結。災害時に本市の
要請により震災前の価格で優先的に飲料水が提供され、総合文化セ
ンターに設置してある自動販売機の在庫は救援物資として無償提供
されます。自動販売機には、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
などの情報が流れる防災無線機能が備え付けられています。

災害時に飲料水を
提供

3
18

　酒田「小さな親切」の会（会長 前田直己氏）
より、全国の小中学生が書いた作文集「きみ
のこころにありがとう」75冊と図書「思わ
ず泣けるいい話」11冊が教育委員会に寄贈
されました。寄贈された図書は市内の小中学
校と市立図書館で活用させていただきます。

「小さな親切」図書が
寄贈

3
17

●3年目のキャンドルナイトi
イン
n酒田

　3月11日（火）、マリーン5清水屋前で東日
本大震災への追悼の思いを込めて、キャンド
ル約1,000個に火がともされました。
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N
o.203

酒
田
市
の

人
口

［
2014年

4月
1日

発
行

］
発

行
／

酒
田

市
 ［

代
表

／
本

間
正

巳
］

［市の木］
ケヤキ

［市の花］
トビシマカンゾウ

［市の鳥］
イヌワシ

ち
び
っ
こ

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目２番45号
TEL.0234-22-5111（代表） FAX.0234-26-3688
E-mail koho@city.sakata.lg.jp
酒田市ホームページURL http://www.city.sakata.lg.jp/

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234-64-3111（代表） FAX.0234-64-3110
〒999-6861 酒田市字山田27番地の４
TEL.0234-62-2611（代表） FAX.0234-62-2618
〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234-52-3111（代表） FAX.0234-52-3116

酒田市政策推進課

八幡総合支所

松山総合支所

平田総合支所
こばやし ゆうきくん
「大きくなったらユンボのうんてんしゅになるんだ」
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